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はじめに

本調査は島前湾におけるマダイの増殖を人為的に促進するため，該種に適した漁場環境を大規模

に造成開発することを目的とする｡４９年度においては，湾内全域の基本的環境調査と目的魚種

「マダイ」の生態と環境条件との関連について精査した。５０年度は４９年度の補足と，その成果

に基づいて増殖のための開発方式研究に重点をおき調査した。５１年度においては４９，５０年度

２ヶ年の調査で究明されなかった問題点についての補足と，事業実施設計に必要な調査に重点をお

いた。そして第Ｗ章にはこれまでの資料を検討した結果，導き出されたマダイ増殖場造成の設計構

想を示した。

終りに，下関水産大学・綱尾勝助教授，鹿業土木試験場・中村充室長の御指導と下記擬関の協力

を得たことを記す。

下関水産大学・農業土木試験場，

島根県水産試験場西ノ島分場

〃 鹿島分場

漁協（浦郷・別府・知夫・海士）

高橋伊武・後藤悦郎・吉尾二郎・山本孝二・川上勲輝・奥田進・

小藤司

新宮敏三郎・幸場弘・酒井俊夫・生越勇●坂本政広・河上玲子・

宇津巻勝子

協力機関

調査協力者

調査参加者
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1．環境I精汁密ﾄ調査

湾内の霞境条件に関する水の交換，潮流，底質については，既に４９～５０年度に詳しく報告し

た。今年度は構築物沈設等による増殖場設計に必要な海底状況をより正確に把鍾することを目的と

した。

調査方法：胃湾内に’９個所の調査地点を設け（図１－１），海塵状況，即ち底質，堆積物，藻の

有無，霞息魚類などについて直接潜水並びに水中Ｔｖによる糟密観察を行なった。堆繭物は潜水

士が’５０画のプラスチックパイプを海産に鋲込んで採集した｡蟻
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図１－１調査海域図

議九'11マリンＫｘに依頼代表者：南里寛治

立会人：水試研究員

－７７－



調査結果：各地点の海産状況は．別冊写真集並びにＴＶカセットに整理した。これらの資料を基
`q'P3

礎に湾内の海底について詳しく検討してみた６（図１－２，１－３，付表lごｉＪ

ｓｋ①,①は湾内のマクイが外洋へと移動する出口に当る中井ロで、外洋側①はり破砕された

貝片と人頭大の礫が散在していた。内湾側①は大砂混りの貝｢片で小礫が点在し，藻の育生が見

られた。～

at②『③は当才魚が秋から冬にかけて集まる海域で，深い所の②が粒度が大きく，桟い所③

が細砂と魅っているが，これは地形による潮の流れに関係している。海底面には，ほんのわずか

だが浮泥がみられ,_③ではクラカケギスを認めた。

ｓ【④は，浦郷方面のマダイが別府方向へ移動する際通過する水道で，水深４０ｍと最も深い

所である。両岸部は急傾斜を示し，中央部は比較的平坦である。中細砂で海底面には浮泥がやや

多い。

ｓｔ⑤,Ｏは湾内で最も深いところで，流速が弱く，中・細砂で表面に浮泥があり，ｓｔＯでは

わずかであるがｅｔ⑤ではやや多い。ｓｔｏでクラカケギスを認比九・

ａｔ⑥は，細砂で貝片やサンゴ類の破片が混在し，ツルモが生育していﾌﾟﾆ。近くに長さ３ｍ弱

の天然礁があり，魚類のササノハベラが見られた。

８t⑦は，湾内の水交換が主に行なわれる水道で，表層は１ノット以上の速い流速が，常時外
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図１－２調査海域底質模式
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図１－８堆積物垂直分布

洋へと向っている所である。しかし下層部へ行く程流速は弱く，底部では殆んど感じられないよ

うになる。中砂でクラカケギスカ認められた。ＴＶ観察では20～８０碗のキクイとカワハギを

数尾認めた。

Ｂt⑫は赤灘ロより流入する潮の速いところで，かってマダイ未成魚が多獲されたと聞いてい

る。ここも表層はＩノット以上の流速が常にあって，底部に行く程弱く，コブシ大の礫が散在し，

藻がかなり生育していた。従ってぺう類が多数勝泳していた。この附近のｅｕ③は底質が貝片で，

それより深いat⑨では大砂，ａｔ⑩では中砂となっている。しかも藻の破片が多く堆積していた。

Ｓｃ⑬～⑰は細砂であるが，ｅｔ③⑮は底面から…ぐらいは中砂となっているのに対し，ｅ《⑭

⑯は泥まじりの細砂で粒度が小さい。表面には浮泥がやや多くクラカケギスを認めた。

ｓ`⑬1-2は湾奥部で近くの小川からの長年にわたる自然汚染によ')浮泥がかなり（約’“）
堆積していた。ここはi安喋，砂の客土の必要がある｡

以上のことより、湾内では美田湾を除いて沈設の櫛造物の埋没の心配はない。中央部の深みは

全般にやや多くの浮泥が堆穣し・流速は速くない。

湾奥部の美田湾．由良湾はマダイ稚魚の着産地として砂場，或は藻場に造成するためには’約

ＩＣＯ“竣喋し，砂を投入しなければならない｡

鰯造物を因塵する際，流速と海底地形，特に沿岸付近は急激な藩込みを示し，注意が必要でめ

ろ。水深，、間隔の等深線を図１－４､５，６に示したが，等深線の収険部分は急斜面となって

いる。
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図１－４等深線
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図１－５等深鰹
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マダイの生態（補足）１．

1．蒲底稚魚の分布と環境条件

島前湾におけるマダイ稚魚は，大山附近の10ｍ以深でＩ個体（４５ｍ），須賀湾の１０ｍ以

深で１個体（８０，口）でわずか２尾しか採捕されていない。従って過去２ヶ年の調査結果からみ

て，湾内におけるマダイ着底稚魚の分布密度は非常に小さく，その原因は初期解料の貧困にある

のではないかと推察された（昭和５０年度報告書)y）本年度は４９，５０年度に引続き着底マ
ダイの分布と環境条件ならびに餌料生物との関連を明らかにし，漁場改善の方策を見出そうとし

た。．’￣

調査方法：島前湾内のみならず湾外にも調査海域を拡大して，次にめげた項目を網羅した総合
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的な調査を．昭和５１年６月８日～１６日，７月７日～１６日の間集中的に行なった。調査場

所は図Ｈ－ｌに示したような隠岐島前周辺海域及び湾内で，とくに外海に面した西の島の北側，

海士，知夫里の南側．島前湾の水交換の出入口と戦っている赤維ロ，中井ロ（木路ロは最も規

模の大きい水交換ロとなっているが，海底ケーブルが通っているので調査できなかった）及び

島前湾内である。

１
１
月
且

Ｇ小仙い一一一一

竝拠■

IIJ曳田

図Ｈ－１隠岐島前における桁曳，地曳網の操業海域図

(1)魚類の採集

アマモ・ガラモの有無にかかわらずか桁曳網ｐ地曳綱を用いて砂質帯を中心に操業した。

地曳網（図１－２）は氷深の浅い所では入力で陸へ湯網し『深い所では動力で船上へ錫網し

た.水深は約３５ｍ以浅で行なった．桁曳網（図Ｈ－２）の曳網水深は１０ｍ～４０ｍ前後

で海底状況を考慰して．沖から雛へ，鑑から沖へ，岸に平行という方向に昼間原則として２０

分曳とし歴一
Ｊ．‐

(2)底土の採一蘂一一一一

一魚類採集を行睦った地点の底質を，スミスマッキンタイヤ型採泥器で採集した。
Ｉザ

(8)船上及び潜水調査一

着底期マクイの出現頻度の高かった国賀浦，青谷，須賀の８地点において，アマモ，ガラ
ー----.-－．－~~~Ｉ.

・モの繁殖状況並びに海底状況を船上から「箱メガネ」で観察し《必要に応じて潜水調査を行
丁､

なった。

u）標本の測定と処理，

８２



採集したマダイ稚魚はで

きるだけ早く１０筋ホルモ

ン液で固定し，尾叉長・体

重を測定し，各地点ごとの

個体数を数えた。また底質

は乾燥させたのら５メッシ

ュから２０メッシュの淘汰

ふるいでふるい分け，粒度

分折を行なった。

刺】ｑ猛、煙

比ｆ方麺８６国
厚ｒ方２６．２m 結果及び劃箇察：粒度分析結果は

表１－１，隠岐島周辺の海流

の状況は図、－３のとおりで

ある。これから流動と底質と

の関係ぞみると，(中ノ島の北

側（沖合には対馬暖流の第２（ＩＷｍ網） 側（沖合には対馬峻流の弟２

図ｉ－２地曳網，桁曳網概略図 分枝が1.0～Ｌ５ノットの速

さで流れている），中ノ島の

南側および西ノ島の西側（対馬畷流の直接の影霧を受けない渦流域）の底質は中砂もしくは大

砂で，知夫里島の南側（対馬暖流の第一分枝が島に直接あたっている）の匡質は，礫まじりの

大砂であった。また湾口部は大砂，湾内は中砂が主で，湾奥部にゆくほど砂泥質となっている。

このように底質と地形的な流動との間には明瞭な関係が認められる。

表Ｈ－１隠岐島前における底質調査

咽査水深 調査年月 闘査場所 調査水深

質
砂

底
大

木路ロ

〃
一
〃

砂
一
中
一
中
一
大

泥
一
砂
会
砂
一
秒

８８

〃
砂泥

－８８－
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図Ｈ－８隠岐島周辺の海流の伏況

表Ｈ－２，図Ｈ－４に隠岐島における薮底マダイの捕適状況を地曳網，桁曳網に分けて示し

た。

５１年は，ここ数年にみらればい大量のマダイ稚魚が本土側敬川地先の水深１０～８０ｍ海

域にお(、て出現したが，（桁曳網で４１１尾：Ⅳ.Ｌ､９～４７ｍ）隠岐島前でも比較的多数の

マダイ稚魚が採捕された６

着底期マダイの地曳網と桁曳網による漁護効率を比較検肘するため，本土側敬川地先の水深

１５ｍ地点で操業した結果は次のとおりである（使用漁具は隠岐島前で使用したものと同一で

ある）･地曳網での漁獲が４７尾（Ｆ､Ｌ９～２８画），桁曳綱が３１尾（Ｆ､四１１～２８mm）
￣￣￣１．今

であった。従って島前湾における地曳網と桁曳網による漁具的な原因でのマダイ稚魚の漁種差

は著しく大きな６のではないと判断した。

箇底期マクイの分布と流動，底質などの壌境条件およびアマモ・ガラモなどの藻場との関係

をみると，必ずしも単純かつ明確ではないが，少くとも次のようなことはいえるようである。

表０－２をみるとわかるように，マダイ稚魚は島前周辺海域および湾内の水深１０～４０ｍの

砂質帯に広く分散して着産しており，湾内にくらべ外海での密度が大きい。出現時期も湾内よ

－８４－．



表ｉ－２隠岐島前|における着底期マダイ捕獲伏況

（地曳網）

マダイ魚

尾数

塞喜
ド

（桁曳網）

簾
ｉＩ１５－Ｌ２８Ｉン〆０

”

｜■■■■■■■■■
'■■■■￣■■■■■Ｆ－円Ｆ函■
”■皿■￣■■[■■■■＿
〃■四ｍ四一■■ﾛ■■■■■■■■■■
７１２ロー一団■■】■■￣■￣

■－－ｍ■､■■■－，■■■■■|■
■－－■■■i■■

－８５



が

４

図Ｈ－４隠岐島前における着底期マダイの漁獲状況

b外海の方が早いようである。（図Ｕ－４）このことは隠岐島前湾内のマダイ資源は外海から

の加入群に依存していることを示唆している。また外海の各点におけるマダイ稚魚の採捕尾数

にばらつきがあり，これは稚魚の加入風の差ということも考えられるが，６月と７月の２ケ月

の出現状態からみて，マダイ稚魚の成育に適した条件をそ鞍えているか否かをあらわしている

と考えて差支えないだろう。
｜－

国賀浦，須賀寸膏谷は,'ともIと着底マダイの採捕尾数が多く,．従って好適な環境条件をそな
-－．－１＿

えていると考えられる場所である。３地点の海底模式は，図１－５のとおりである。この地点

で共通していることは，海流の直接の影響の少唖い湾部で，かつ水交換がよく，底質が中砂の

砂質帯が広がり付近にアマモ，ガラモの繁殖地帯にめぐまれているということである。

着底前期マダイの餌科生物面からの検討は後述する｡

2．潜底稚一魚と混麺-漁種一一

マダイの箇底稚魚が捕穫された９点における混痩魚種をみてみた(表１１－３，４）混穫種は総計

４７種で，代表的なものとしてトピヌメリ，アシシロハゼがあげられ，次いで，カナガシラ、ア

サヒアナハゼ，シシイカ，クラカケギス，ヤリヌメリ，カサゴ，キンエピ､ハタタテヌメリ，ヤ

8６



表１－３隠岐島前に

（地曳網）

－８７－

月・日 調査場所 操業水電風〉

出現数

科数 種類数 個数
まだb彌痩の有無

6．９ 美田湾 ２０＜ １４ １５ ７８ 有（１０）

” 由良湾(a） ２０＞ ２０ ２４ ２１９ ”（１）

” 〃（９ ２０＜ １８ １４ 7４ 〃（６）

6.10 大山(a） ２０＞ １２ ２２ １６０ ”（３）

〃 〃（b） ２０＜ １７ ２４ ５８１ 〃（１８）

” 保々見（a） ２０＞ 1５ ２７ ２１５ 〃（４）

” 〃（b） ２０＜ 1２ 1６ 1，０９８ 〃（６ 髭）

6．１４ 日の津 ＩＣ＜ １２ １７ 1．０８５ 無

〃「 倉の谷 10＜ １６ ２２ ８２４ 〃

〃 耳浦 10＜ １４ 【９ 1．１７７ 有 碑】）

〃 珍恂崎 １０＜ 1８ ２２ ９４ 〃（５）

7614 美田湾 ２０＜ １４ １６ ５２９ ”（I,鞍'）

〃 大山 ２ ０＜ １５ ２４ ６３８ 〃（１）

〃 須賀 １５＜ １１ 1６ ４５ ”（１）

〃 古海 ２５＜ ９ ９ ２２ 〃（２）

” ８９ ン７９ 6，７７ ９ (5３ ？

蕊４）

￣

礎

－－

１

２

８

４

５

６

７

８

９
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おける漁獲物調査

､優; 占 種

いしだい(2,:） ちだい(Iqf） とびぬめり(14門 まこがれいいｻﾞ〉

めぱる（２４７） ちだい（’2.8） §えび類（８．７)１うみたなど（８２）

｛よおとぜ(２Ｔｏ） いしだい(、６）|やみはぜ（９．５）Ｉききのはぺら（9.5）

にしきはぜ(15.6） あさひめなはぜ（１５．６） ちだい（１Ｌ９） とぴぬめｂ（10.0）

'よおこせ(４１８） よそぎ(’9.4） あさひめなはぜ（16.0） ひめこういか（5.9）

あみぬはぎ(39.1） めばる（15.3） うみだなど（９．８） ちだい（４２）

く
ま らかけぎす（

とだい
あししろはぜ(90.6） はおこぜ（5.3） まだい（０７） ０６）

あししろはぜ(８弧４） らだい（5.2） くらかけぎす（２．８） 'よおこぜ（Ｌ４〉

はおこぜ(51.6） ちだい（１７．８） あきひあなはぜ（９．０） きゅうせん（４．７）

まめじ(７２．７） あししろはぜ（143） とびぬめり（８．５） かながしら（1.4）

か
ま

ざ
は

鳥(｡`）いしだい(19.1） 'よおこぜ(１４９） ささのはくら（13.8）

てんじ<だい(808） やみはぜ(２４．２） まあじ（16.8） はたたてぬめり（lq4）

（よおこぜ(26.5） よそぎ(20.2） うまずらはぎ（8.7） めば‐ろ（８２）

やみはぜ(２０o） ししいか(’７６８） てんじ〈だい（１５６） はたたてぬめり（１１．１）

まあじ(45.5） かながしら（la6） ささうしのした（9.1） まだい（9.1）

あししろはぜ(306） まあじ（14.4） （よおこぜ（ｌａ９） らだい（4.9）

蕊：まだい稚魚尾数

－８８－



表Ｈ－４隠岐島前に

（桁曳網）

１２－８０

仁夫里(a）

仁夫里の】 ２０－８， １３９

イザナギ湾 ３０－２０ ３７８

８，－１５小桂島北

２０－２５

８５－３０

３，－１８

３０－１０

２０－８０

８，－１５

1５－１８

１５－－８５

２３－２７

１８－２０

２０－２５

３０￣１５

８０－１５

－８９

月・日 調査場所 操業水深

(､）

操業時間

(分）

出現数

科数 種麺数 個数
まだい捕痩の有無

6．１５ 知々弁 ２４－４２ ２０ １９ ２４ ２６７ 有 襟20）

〃 多弁 1２－８０ 〃 １６ ２８ ２６８ ‐無

〃 仁夫里(a） １２－２５ 〃 １８ １６ ２８６ 有（
溌

】）

” 仁夫里(bリ ２０－８０ 〃 1５ １９ 1３９ 無

6．１６－ イゲナギ湾 ３０－２０ １８ 1２ １７ ３７８ 有（
濠

２〉

7．８ 小桂島北 ３０－－１５ ７ ９ １１ ９５ 無

〃 珍崎 ２０－Ｌ２５ ２０ １２ １３ ９３ 〃

7．９ 赤麗ロ ８５－３０ １４ １０ １８ ９５ 〃

〃 国賀浦 ３０－１８ ２０ ８ 1１ Ｚ３１ 有（
蕪

６）

〃 俵島東 ３０－１０ １８ １１ １６ ２０１ 無

〃 船越 ２０－－８０ ２０ ６ ６ ２０ 〃

〃 耳浦la） ８０－Ｌ１５ ” ９ １１ ３８７ 〃

7．１１ 仁夫里 １５￣１８ "Ｐ １１ 1４ １３４ 〃

〃 知々井 １５－－３５ 〃 1８ １４ ８９ ”

〃 保々見 ２３－２７ 〃 １６ ２８ ６４２ 〃

〃 青谷 １８－－２０ １７ 1５ １９ ３４７ 有（
蕪

４）

〃 郡 ２０－２５ ２０ １８ ２３ １７７ 無

7．１２ 耳、浦(t） ３０－＋１５ ３０ ９ １４ ２９６ 有（
鞭

】）

〃 須賀 ８０－１５ 1４ １２ １４ １１５ 〃（
薮

8）

〃 中井ロ ８２￣８８ ２０ 1６ ２１ １５９ 無

３４ ７８ 4．３６４ (憩４２＋２２）

￣

宛

￣－

1

２

３

４

５

６

－－

７

８

９

１０

１１

１２

－

１３
－

１４
￣

１５
－

１６

１７
－

１８
－

１９

２０

計
￣



おける漁I2i…物萬周査

優 種占
巳■■0

やみはぜ（25.11 とらえぴ（16.1） はたたてぬめり（9.4）

jあししろはぜ（8.7）
「Ｐ

誓驚微だ(鼠5）
はたたてぬめり（９．４）

きゅうせん（1.3）

ささのはくら（3.2）

くらかけぎす（４８）

'よおとぜ（14.2）

めぱろ（９．５J}よおこせ（２０．９） よそぎ（’06）

とびぬめり（48.7）

はおこぜ（２５．２）

あらめがれい（１９．５） あししろはぜ（’19）

やみはぜ（23.7〉Ｉやりぬめｂ（9.4）

あししろはぜ（81.7） あさひあなはぜ（Ｔ４） とびぬめり（2.6）

'よおこぜ（78.9） かさご（４．２）あきひあなはぜ（４．２）

はおこぜ（710） あさぴあなはぜ（５．４） やみはぜ（5.4）

(よおこぜ（８２６） ししいか（ｌ”） きゅうぜん（16.8）

ぼろぬめり（58.4） はたたてぬめり（28.1） まだし、（2.6） きしえび（２２）

きゅうせん（２．５）

まとだし、（6.3）

ししいか（1.3）

おにどら（４．５）

はおこぜ（65.7） よそぎ（ｌｑ９） あさひあなはｔＸＴｏ）

はたたてぬめり（６２．５７ ししいか（１５．６） かし、わり（9.4）

はたたてぬめり（907） かながしら（2.8） あらめがれい（1.3）

とびぬめり（31.3）

やみはぜ（"３）

はたたていめＩ)（26.1） うまずらはぎ（18.7）

はたたてぬめり（’0.1） やりぬめり（９．０） かんそうひらめ（6.7）

'よおこぜ（79.8） ししいか（２６） よそぎ（2.5） やりぬめり（１．９）

あさひあなはせ（5.2）

くらかけぎす（７．９）

鞠柵『（“）
ししいか（13.9）

S5ij？刈鞠（ａ８）
あししろはぜ（10.3）

はおこぜ（２４２） よそぎ（22.2） §えび類（Ｔ２）

(よおこせ（２７もｌ）

とびぬめり（88.5）

やみはぜ（２０３） やｂぬめり（９０）

かながしら（２．０） がんぞうひらめ（2.0）

-はおこぜ（191)(２００７

(５０３）

(２７．１）

かながしら
￣

はおこせ
￣

はおこぜ

くらかけぎす（１４８）

とびぬめり（１５．７） ししいか（９．４）

はたたてぬめり（’2.1） とびぬめり（１０．６）

６月の郡，青谷，国費は除く
?

但し，青谷,国賀でまだい稚魚２２尾捕獲

－９０



ミハゼ等とばっている。

着底期マダイの捕食魚とされるアサヒアナハゼは島

前浅海域で広く分布しており，８５の調査点中282点

で出現している｡霞た同じく捕食魚と肴fM鯛アナ
ハゼ，マドウタイ，タマガンゾウピラメ，マエソ等の

混獲率は極めて小さくなっている。

着底マダイ補痩地点の混獲魚種の相互関係を還的に

多い外海にしぼってみると，国賀浦と知々丼，青谷，

保々見とは魚顧櫛成がかなり異っている。鏡
▲工

生

垂

菫i1重i;〈

ユアスモー１－ガラモ＆蕗嫌砂

図Ｈ－５国賀，須賀，青谷の海底伏況模式図

Ｍ島前湾浅海域における生物相

調査方法：島前浅海域のマダイ着底期における生物相を把攝するため，地曳綱で６月に’１点，

７月に４点の計１５点を，桁曳網で６月に５点０７月に１５点の計２０点の調査を実施した。

ただし本調査は，マダイ着底前期の棲息環境をつかむ上の付随調査のため調査期間も上述の２

ケ月であり，調査の方法６－圏性を欠くこととなった。

調査結果：地曳網．桁曳網で出現した生物は，付表、－１．２に示したごとく９６種（地曳網で

７９鰯，桁曳網で７８種）であった。このうち地曳網のみで漁獲されたものが，チダイ，キダイ

ほか２４種，桁曳網のみで漁漣されたものが，ホロヌメリ，コモチジャコ，タマガンゾウピラメ

ほか［５種みられる。これは調薩場所の環境条件によると考えられるが，漁具的な要因もかなり

影簿しているだろう。

次に優占種についてみると麦ｕ－３，４のとおりである。特に目立った優占観はないが，地曳

網の濁査場所内では．チグイ，ハオコゼ，アンシロハゼ，マアジ、イシダイ，アサヒアナハゼ。

－９１－



トピヌメリ等がめげられ，全体的には全出現個数の３１櫛ぞしめるアシシロハゼに代表される。

桁曳網では，ハオコゼ，ハタタテヌメリ，トビヌメリ，ヤリヌノルア｡/シロハゼ，ヤミハゼ等
が優占繭として考えられる。

これらを含め着底期島前浅海域の優占種をあげれば．タイ，ネズ塊ポ,ハゼ，ベラ．力サゴ，，、
オコゼ類である。

各調査場所における生物相から近接率（Ｐａｂ）をみたのが，表１－１，２である。この場合

Ｐａｂは次式により基準0-5(＋）を近接度としてみる。

…＝J官需（::P圏｡甥篭:麓寵霞慰鰄）
Ｏａｂ

調査場所間における近接率は，ともに低い数値を示している。このことは各々の場所における

璽境の相異があらわれたものと推測されるが､操業範囲，水深など力銃_されてい鞍いため，一

概にはいえない。しかし前述のようにマダイ稚魚もx'七校的多くとれた波浪の強い外海性の国費と

内海的要素をもつ青谷・知々丼･須賀とでは魚蕊i栂：異っているということはいえる。

表Ｈ－１魚類相近接率（６月，|地慮曳網）

｣至螢Ｉ
[、

－９２－

Ａ Ｂ ０ ， 四 Ｐ ０ Ⅲ エ 』

美田湾
由良湾

(a）
由良湾

(b）
大山

(a）
大山

(bＩ
保々見

(a）
保々見

(b）
日の津 倉の谷 耳浦

美田湾 0.580 ０．８４５ ０８８６ 0．４２２ 0．４００ 0．２５８ 0.250 0．１６５ 0．８２９

由良湾
(a）

十
0６２７８ 0．５２２ 0．５００ 0．４３２ ０．３０６ 0.198 ０．３４８ 0．２８１

由良湾
(b）

0．８９９ 0．４９１ ０．２０６ 0．８８４ 0．４５４ ｑ３４２ 0．２４５

大山
(a）

十
0`５６６ 0．５７５ 0．３７８ 0５４６５ 0４５５ 0．２４５

大山
(b）

十 十
0．４７１ 0．４０８ ０．５４５ ０．６９８ 0．３２８

保々見
(a）

十
0．２８０ 0．３２７ 0．２８７ ０．２６５

保々見
(リ ０４２４ 0３７３ 0．５１６

日の橇 十
0．５６９ 0．２７８

倉の谷 十
十 0．２４４

耳浦 十

珍崎

珍．

５７２●０
Ａ

１６２０
Ｂ

４８６００
０

，

８４８●０
Ⅲ

７８２●０
面

０８４０
０

５６４０
Ｈ

９０４●０
工

８９２００
』

二

ｌＡＦＨ
Ｋ



表Ｈ－２魚類相近接率（７月．桁曳網）

》
酉

Ａ Ｂ ０ ， ､！ Ⅳ ０ Ｈ エ 』 Ⅱ Ｌ Ⅲ Ｎ

'j､桂島北 珍崎 赤溌□ 国賀浦 俵島東 船‘趣 耳浦lBL） 仁夫里 知々弁 保々見 宵谷 郡 耳浦(b） 須賀

4桂副上 0．７５８ ｑ５０２ 0.091 0．６０８ 0.123 0.182 0．２４２ 0．４８３ ０．５０３ 0．４８４ 0．３７７ 0.081 0．４０３

珍崎 十 0．８８５ 0．０８４ ０．４８５ 0．２２７ ０．２５１ ０．２２２ ０５２０ ０．５２１ Oｂ４４５ 0．４０５ 0．３７１ 0．４４５

赤躍ロ 十 ￣ 0:１６７ 0．４８５ 0．１１８ ０．１６７ 0．４４５ 0．２９７ 0．４０５ ０３１８ 0．２３１ ０ 0．１４８

国賀浦 ￣ ￣ O斜３０１ 0-369 0．６３６ 0．８２２ ０．２４２ 0.314 0．２０７ ５１ 0．４０３ 0．８２２

俵島東 十

、

￣ ０．１０週 0．２２６ 0．４００ 0３３３ ０．６２６ 0．５７３ ０．３６５ 0．２００ 0．３３８

船越
￣

Oｐ４９３ ０．２１８ O`４３６ 0．２．５５ ０１８７ 0．３４０ 0.3遇７ 0.8ｚ７

耳瀧(a） ￣ ￣ 十 0８２２ 0－８２２ 0．２５１ 0１３８ 0．３７７ 0．４８３ 0．１６１

仁夫里 ￣ ￣ ￣ ｕ２８６ ０．３９０ 0．１８４ 0．２２３ ０．２１４ 0．２８６

知々丼 ￣ 十 ￣￣

￣

￣ ￣ ￣ 0．５０２ 0．４９０ 0．５５７ 0－２１４ 0．５００

保々見 十 十 ￣ ￣ 十 ￣ ￣ ￣ 十 0．６７０ 0．６０９ 0．３３４ 0．４４６

青谷 ￣ 十 ￣ ￣ 十 0．４７８ ０．３０７ 0．３０７

郡 ￣ ￣ ￣■

￣

￣ ￣ 十 十 0－２７９ 0．４４６

耳ﾊii(bリ
￣

￣ ￣
￣ ￣ ￣ 0．２８６

須賀 ￣ ￣

￣

■■■I■■ ￣ 十 ￣ ￣

+

ﾛ■■■■■

Ｉ中井ロ ￣ ￣ ￣

￣

￣
－－ ･十 ￣ 十 ￣

￣ ￣

■

￣

口弁中

０８３●０

８６８●０ＡＢ
８０３巴００

５９８●０，

６３４■０
画

８７Ｊ０Ⅳ

９２３由０。

５ｚ５■０ｎＦ。ⅢⅢ
３３ｚＧ０Ⅱ

１９５●０』

１５３●０Ｋ

９０４●０Ⅲ

０５３■０
Ⅲ

８０．４０
Ｎ

区ｌＪｌＫｌＬｌＭｌＮｌ０－０



0゜

Ⅲ湾内におけるマダイと他魚種との関係＝

事業実施磯における効果認定の基礎資料とするため・別'渦F漁協における地曳網の漁痩記録を糟理

し，付表.ｌＶ－ｌ～５に示した。これからマグイと他魚種との括抗関係を鐸だ｡～；．「

湾内の有用魚霞として，地曳網漁業の対象となっているのは，マダイ,チダイガマトウグイ，メ

バル、イシダイならびに量的に少ないがオニオコゼである。多選に八編してし､鞍がら;捨てられてい

るのは，カワハギ，ウマズラハギ，ベラ類である。その外わずかであるが，メツノナ，タナゴ，クジ

ノ等が人網するが，船頭の〃おかず〃に消費されている。－

このように漁協に水揚げされる湾内魚種は‘非常に種類が少ないのが特徴である。

潜水によるとイシダイ，メバル,マハタは魚礁，岩礁に多数棲息しているのが観察されるが,網

に入る率は小さい。これは網が来るとこれらの魚種は，魚礁，岩礁の中に入ってしまうからである。

逆にいえば，マダイは魚礁に入ることなく付近を勝旅していることが裏付けられる。

(1)マダイとチダイの関係

島前湾のマダイとチダイの生活史については既に４９年度の報告書(6)に要約した。両者の関係
について特異点をめげると次の通りでゐる。

〔資源関係〕

（i）湾内におけるチダイの漁璽量は〆マダイの!/1i～し１０に過ぎなかった。従って両者の資

源量もその比に順ずろであろう。

（|i）シバ以下の小型魚については（図Ⅳ-，，付表1V－５）マクイが多齪に捕穫された年には

チダイが少なく，チダイが豊漁の年にはマダイが悪い関係がある。（４９年以降はゴマシバ

ハマメシバぞ種苗として出荷しているため正確な数字は不明）

「生態関係〕

（i）マダイ親魚は湾内に回瀞し産卵するが：チダイについてはそのような形跡が認められない。

“（|i）両者の産卵期と稚魚出現時期は異なるが，チダイは湾内で産卵し鞍いと推察する。従って

湾内の卵，稚仔は外海から添加されたものであろう。

（Iii）椎・幼魚の分布Ⅲ育成場，移動経路などは両者とも略同様であり，湾内に長期間滞留する。

（v）チダイ成魚は外海に接する知夫・海士地区に多産である。マダイに比べて外洋性が強く，

未成魚ともその傾向がみられる。
ミ’『

以上から，湾内のチダイ資源がマダイに比べて決定的に小さいのは，基本的Iと外海からの卵，

堆仔の流入魁に依存しているためであろう。両者に産卵期ヮ塵卵場の競合がないとしても，両

、者の資源量に相反する変｢動傾向がみちれるのは，幼期における育成場が競合した結果と考えら

れるから，対象生物（マダイ）の開発によって当然チダイは減少すると推察される。

(2)マダイとインダイの関係

イシダイの生態は，マダイに比べて沿岸性が強く，島周辺より湾内に卵．稚仔として入って来

るものも多い。マダイより約':ケ月後に産卵し,/流れ藻や沿岸部の岩礁，ガラモ場で成長する。

８月頃には６～８cmになって魚礪生管下などに群を作るが，砂場には出てこない。従ってマダイ

９４－



⑩■にａ

穰魚と'よ全く競合し…のと考え灘ろ９１
他方,湾内の漁璽高を見るかぎり,拮抗｜

関係はぱいものといえる｡（付表Iv-4）…「
(3)マダイとメバルの関係

"…内での笙霞…と郷れ…｜
るが,主として外洋の流れ藻に付いて入湾、…

してくるものと思われる。そして‘～６月≦ｉ

縄かけて湾内各所の藻場で多数の鯛４１
－５“）が採集される．成長するのに従いい＿Ｉ

￣ .'▼

十勺ＣＣ－－｣幻

繍鶴'…つくって鶴しﾙﾀﾞｲと同…ｉ《
様砂場には出てこない｡しかしﾏﾀﾞｲよりＩ題［，：
数月早く出現していることより，藻場とR》｝ ｉ場の接点ではマダイ稚魚の捕食者となるこ’

とは疑いなし、しかし梍謝鵬係はないＤＲＩ．
い）その他，マトウダイ，カワハギ類との関

Ｉ《ぬ 0０ ６９ｌｗＯｏＭＯ２０３ｏＯＯ６“６７００６９（扉》

係

図Ｗ－Ｌマダイ，チダイ幼魚のマトウダイについては漁獲高が少なく，－
漁獲伏況

捨抗作用を示す材料にならないが，石見沿

岸の砂浜地での調査で，マダイ稚魚をマトウダイｌ個体が６～７尾捕食していた事例を認めてい

る。．

またマダイと多量に入網してくるカワハギ，ウマズラハギについては全く資料がなく検討の余

地がないが，ロの構造，冑内容物から判断してマダイの捕食者とはならないが，幼魚後期～若魚

期（１１鞭）においては，エビ，カニ類，シャコ類、多毛類化トデ類，魚類などの餌料生物を

めぐって競合があるｻﾞ)しかし餌料生物の種類が多いので,その度合は低いと考えられる。ただ魚

礁付近の空間的占有関係で影響を与えるかも知れない。

V・試験

1．卵・孵化仔魚の保硬施設賦験

卵から着底仔魚までの減耗期を人為的に保護し，生存率を高める施設を検討してみた｡ｗ

調査方法：施設の概要は図Ｖ－１に示したが，５ｍｘｌｏｍの生賛枠に中心をゴース網（２ｍ

ｘ２ｍｘ２ｍ），次に２４０径のモジ綱（３ｍＸ３ｍＸ３ｍ），外側に９０径のモジ網（４ｍ

ｘ４ｍｘ５ｍ）を張ったものである。発育に合せて網底を開いて行く方法をとった。

ゴース網へ受繍卵を投入し・ワムシ，プライン等を発育段階に合せて与え飼育した。投入卵

数は５万粒で,当水試鹿島分場より酸素受填ポリ袋にて約８時間運撤したものを使用した。

調査結果；投入卵の孵化率は９０冊以上と良好であった。瀞化後，２０日頃よりゴース網内に

－９５－



夜光虫（Ｎｏｃｃ１１ｕｃａ）が多量に

ノー発生し，表面はモヤモヤした桃白色

のカード状物質で覆れた。しかし下

層部分は比較的影響が少なかったよ

i↑、うで…ご'……
、表ｖ－１に簡単な飼育日誌を示して

おいた。

ゴース網はワムシｶｷﾞ流失しない目

合を使用したため，かえって水通し

'

／

■’

／

図1１－１保護施設の概略旨毎種用し』こ'この’かたつし小起し

を悪くし，２５日目の台風並の強風

で破損した。しかし中の網の２４０径モジ網で保護され流失は亥ぬかれたが,この網にはメジ

ナ（８～５”)柳チヤガラ（3～４ｍ)の稚魚が比較的多く，マダイ仔魚を次々と捕食するの

が観察された。結局この時点で約２万尾（５～６ｍｍ）が残ったが，試験は中止した。

従ってこのよう唾保護施設（仕切網を含めて）で仔魚を保護することは，外網へマダイ以外

の卵・稚仔魚が混入してくるのを防ぐ方法がなく実用的でないと結論した。

尚，ゴース網から次の２４０径モジ網，更に９０径モジ網へと稚魚を移す段階で網を張りな

おせば保護できるが，海面種苗生産と何等変ることなく，本事業の主旨にあわなくなる。

表Ｖ－１保護施設でのマダイ飼育日誌

者ワムシ量月
-

5.

日

１４

１６

１７

１９

２２

２５

２７

２８

２９

３０

３１

２

８

４

５

１６

７

１０

１７０百万個１

１５

℃

＊受糟卵５万粒収容

＊＊３０日でワムシ10億投入

１８．５

１７．２

１７．５

４
０
０
１
５
０
０

１
４
０
４
４
８
８

１

1９．０

１９．０

Ｎｏｃｔｍｃａ多量発生

１９．０

【９．０

１９．０

6． ８０

５０

４５

６０

プライソシュリンプ

１(万個）
1

1

ゴース網波浪のため破損

２０．５

－９６－



２．産卵魚礪や育成魚礪の形態および配置試験（継続）＿

人工魚礁の形態については小'1'（’９６６）(8)が詳しく行っているが,ﾏﾀﾞｲについては新潟
水拭（１９７６）(9)が藻に似せて人工魚礁（ボール状）ヘ稚魚を放流し，人工魚礁のボール根元
並びに付近の海底くぼみに停滞したと報告している。また佐賀水試（，９７０）('０hk人工魚礒へ
標識放流し再捕している。

島根水試は過去２年間，育成魚蝋の検討で，養殖の仕切網内に各種魚嚥を沈没して未成魚～成

魚の行動を観察したが，マダイが著しく敏感のため，潜水によって全く見ることができなかった。

フィールドでの育成魚礁の実験では蜂ノ巣形，タートル形，並形を用いて行い，水深，５～２０

mの魚礁付近でマダイ未成魚の群を認めた。従って1才魚以上の個体に対して水深，５ｍ以上に

沈没しないと意味がないことが解った。

今年度はフィールドでの実験蝋の継続調査に加えて，浦郷湾内既存魚礁の魚群鯛築調査ならび

に大型水槽（ＩｏＯｔ）で当才魚（人工生産した）を用いて，育成魚礁の形態を検討した。

(1)水槽実験

調査方法：実験鴫の形式は図Ｖ－２に示した従来の８種とした。これら魚硝を水槽（５ｍｘ

Ｌｏｍｘ２ｍ）に図Ｖ－８のように配置し,全長１２～１６cｶﾛのマダイ当才魚800尾を入

れて観察した。

観察方法は，小川（１９６６）(8)が行ったような自動写真撮映装置がなく，淋泳群が各魚
礁にさしかかった際，魚礁内を通過する尾数を１０分間カウントして数戯化を試みた。（表
Ｖ－２）

調査結果：表より解るようにﾉ1石’の形態は，比較的抵抗なく通過し，或は一時的に停滞した。

次いて虚２が抵抗がなかった。猛３は土管形で，入口で一時停止の姿を示し,外回りを行っ

た。無論，中を通過する個体もいることは確かであった。

各魚礁で一時的に停滞する数は大差ないが，その停滞の位置に違いがあった。即ち図ｖ＿

４に示したように,妬’ではポールの根本部にＭＵｉ２では中と外壁部に，躯８では外壁部に

１０数秒留まっていた。

また水槽上より威欝すると，群は急旋回し，各魚蝋の中．付近を通過する際，２～８尾が

先と同様な位置に停止した。

マダイ当才魚は,夜間行動が鈍いが，魚礪への停滞は殆んどないと確認した。

以上のことから，マダイ当才魚は，土管のような穴の中での停滞は先ず厳いといえるだろ

う。従って魚礁の形態はﾉﾘＥ’～虚２の形式ならば良いと結論した。

(2)フィールドでの調査

（１）既存魚礁（人工蝋・天然砿）における延縄試験

調査方法：島前湾内に過去に沈設された並型魚蝋（1.5ｍ角柱型ブロック）および天然砿

を選定し，延縄を用いて魚群の鋼集状況をみた｡延縄は【鉢の焚さ４５０ｍ（技糸の長さ

３ｍ枝糸の間隔i7L5m釣針寸２）釣針数６０ケ朝まづめまでに投網を行い,，～２時間後

９７－



傷縄した。餌科は６月には

活エビ，７月９月は活スル

メイカを操業直前に輪切り

（巾０５c宛〉にして用いた。

既存魚礁における延縄試験

場所は図V-5gr)とおりで

ある。

調査結果：良Ｖ－８に延縄

により操業した魚礁の形態

規模などの厩要と魚礁ごと

’の釣獲繕果を戻した。延縄

｜は操業技術（投網の場所）

，の巧拙により漁穫が左右さ

れる，漁具的な性格を有す

るため一概に釣獲状況が魚

群の鋼集を正確に反映して

いるとは限らないが，一応

釣獲結果から考察してみる。

釣獲種は２６種で人工鴫お

よび天然礁とも比較的多く

出現した魚種は，カサゴ，

マダイ，ホシザメなどであ

る。人工礦では天然礁に少

し､マハタが多くみられ，空

隙のある人工艫の魚礁効果

がうかがえる。マダイにつ

いてみると，天然礁での釣

痩率が人工礎をはるかに上

廻っているが、広範囲に沈

没されている島根鼻沖人工

礎（ＧＣＡ）におけるマダイ

の漁璽状況からみて．魚礁

の分布面積の広さが関係し

ていると考えられる。人工

魚礁の高さによる漁獲差は

はっきりした傾向は認めら

|jlIlll/叩

図Ｖ－２実験・魚礁の形態

図Ｖ－３魚礁配置

鯛搬砕
図Ｖ－４停滞位置
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表Ｖ－２育成魚

魚砺配園（１）

８

ｌ（日）１（日）

妬Ｉ ８彪１１２、H1

9(時）

500＜１２

500＜１５

２１８

1６２１

２４

1８２６

236＜平均

の（１Ｔ５℃）①（１品５℃） 。（１７．５℃） ○（１７℃）天候（水温） ○

'％ 1％ 1％ ％月日
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砿観察$閻果

（５）（ｉ） 琴傭

８

’（日）

ｐ大部分の魚群は魚磯以外

,のところを回勝する。

。２日後より中層部を泳ぐ

のが目立つ。次第に人に

寄って来るようになった。

。夜間ジーとしている個体

を２～３みとめた．

。500＜はカウント不能

程多く通過した。

極１１２

。（’６℃）○（１７℃） ○（’６℃）（’７℃）

１％ '塊 Ｗ８ 1％，

-１００－
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図Ｖ－５育成魚礁の形態および配置試験位題



れないが．魚礁規模範囲とも大きいスンズピi)瀬（尺然礁）では４０醜以上の親魚が多く漁

穫されていることからみると，親魚を対象にした産卵越冬礁としては，魚礁の高さが必要

憂件となる可能性を示している。魚礁の設置場所ごとに比鮫してみると，浦郷湾ではスン

ズの瀬から珍崎・赤之江沖の西岸側が櫛千ケ鼻・波止・麦山鼻沖の東岸側より魚礁効果が

纏れているようである。底質をみると西岸側が中砂となっているのに対し東側は細砂とな

っており，底質条件が影響していると考えられる。

(Ⅱ）既存人工魚礁の潜水調査

調査方法：昭和４６年沈投の弁天鼻地先人工礁（ｓｔｃＬ５ｍ角柱型ブロック１３０ケ水深

３６ｍ）について昭和５１年１１月８日プロダイバーによる築魚状態の目視およびTVH観

察,魚礁の埋没状況，付着生物調査を行った。

調査結果：魚礁は砂泥質上に二段に積重なり，非常によくまとまって設置されており，魚

礁の埋没は１５～２０噸であった。ブロック面にはブジツポが着生し，その上にコケムシ，

ホヤ類が覆い，更にその上に浮泥がうすく堆積していた。その他ムチヤギ，ウミンダ，カ

キの着生がみられた。魚礁の内部および周辺には（目視観察）インダイ，トゴツトメバル

（数１０尾），マハタ，ウマズラハギ（１０数尾），ホウセキハタ，ササノハベラ，カサ

ゴ，アイナメ（数尾）を認めた。魚礁付近には（Ｔ､Ｙ観察）イシダイが一番よく出現し＄

次いでマハタ，イラ，ミギマキ，ベラｓＰが認められた。

(liD昭和４９年実験磯

。別府湾蜂ノ巣魚礁

調査方法：昭和４９年１２月別府湾見付島付近の10ｍ’１５，，２０ｍ水深に沈設した

曇ノ巣魚礁（昭和５０年報告書）(7)について，５１年６月１６日､７月１０日当場職員に
よる潜水観察と延縄試験（５１年６月１８日，９月２９日）を実施した。

翻査結果：潜水による目視観察では，’０，，１５，，２０ｍ各魚礁ともイシダイ３０～

５０尾，メバル３～ＩＱ尾，マハタ２～５尾，メジナ数尾，ウマズラハギが認められ、設

置場所による差はみられなかった。また延縄試験では６月および９月ともマハタ，クロダ

イ，アカエイがそれぞれ２～３尾ずつ釣痩されたが，６月には１０ｍ魚礁付近でマダイ

（Ｆ・Ｌ２５ｃ〃）が1尾釣獲されている。

(Ｍ昭和５１年度実験魚礁

蕊査方法：壌魚要因として設置場所，水深，魚礁の高さ，魚礁空隙の有無、付加麟能（シ

ヨウユ粕）の付与などをとりあげ,因子ごとに築魚効果が推定できるよう各種の実験礁８

打（図Ｖ－６）を作成し，５１年８月１２日に投入設置した。実験礁Ｂ組は表Ｖ－４に示

「計画に従って，別府水道と知夫里島沖にそれぞれ設置した。魚礁の設置場所は図Ｖ－５，

表Ｖ－５のとおりである。

施設から約９０日経過した５１年１１月５日～８日魚礁の設置状況，魚類の鋼築状況，

付着生物について，プロダイパーによって直接潜水による目視観察，水中写真，水中Ｔｖ

による調査を行った。

－１０４－
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図Ｖ－６実験魚砿の構造

表Ｖ－４育成魚礁の構造および設置計画

魚礁の

》
崔

設置場所 魚礁の種類ＳＭＥ

魚礁空隙の有無

知夫里島沖 有四角ポステン魚礪

１
’
２
’
８
’
４
『
５
』
６
】
７
’
８

並型魚礁 有

四角ポステン魚礁 無

並型魚礁 無

・・井水道 無四角ポステン魚礁

並型魚礁 無

四角ポステン魚礁 有

並型魚礁 有

-１０５－



表Ｖ－５育成魚礁設置場所

の奥方付

、と、

ＢＵｊ

、とじ

表Ｖ－６各ｓｔにおける魚礁の設置伏況

圏査結果：四角ポステン魚礁

魚慰の設置状況：表Ｖ－６に示すように海底はＢＬＩでは大礫（こぶし大～人頭大の石）

で，Ｂｔ，３は貝片まじｂの租砂,別府水道のＢ８．５，日８．７は中砂と細砂で．魚磁はI,ず

れも正常な状態でめった・魚砺の「掘れ」はＢｔ･８でみられ，図Ｖ－７のように南側が

掘れていた。これはプラスチック板の取付部の破損等からみて，魚礪の沈設時の衝撃に

よる掘れと思われる。他のＢ８では掘れはみられなかった。

プラユチツク榎．．,.．｢■れ」

図Ｖ－７ポステン礎設置伏況（ｓ6.8）
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表Ｖ－７四角ポステン魚礁の集魚状況

ＢＣＩ（水深２７ｍ）己［．３（水探４６ｍ）。【．５（水匪２７ｍ）

大きさ多寡蝿集場所大きさ多寡蝋襲場所大きさ多募蛸築場

Ｂｃ，３（水深４６ｍ）
魚種

上段周辺
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’{Ｉ篭の埋没｛よ言【．】ではみ＞ｲ1江いｳBSB’３では北側で平均６ｍ【（魚巣住巾のし３）
和．５は９c玩＠ｓt、７では１２～IRC尻でほぼ平均的に埋没していた，

鉤類の鋼集状況：目視およびＴ７観察による魚種・大きさ・多寡鞍どぞ表Ｖ－７に示す．

鯛菓魚種は２０邇で，このうろ各魚礁とも共通に多く出現した魚霞はイシクイ．ウマズ

ラハギである。知夫里島沖合のＳＥ．Ｉでは大礫上にノコギリモク，マノタワラ等の藻場

が形成され，瀬付魚を中心とした１８願の魚類が震息しているのが認められた。群とし

てみられたのはイッダイ，テンジ空クグイｓＰ・イサキ（幼魚），アｼﾞ.，ニシキハゼ．

ウマズラハギ，ウスノバル等でゐる。、、３では種類数，数量とも少鞍〈イシゲイ，ウ

マズラハギが魚礁上段周辺で１０散尾発見された以外は，ササノハペラ，キュウ々ン，

トラギズが数尾いたにすぎ/ｒい゜別府〕瞳のｓｔ、５では群として週ぬられたの｡よ'しタ

イ，テンジクグイ，イサキ（幼魚），ウマズラハギで，この外にはマ'､ウ．ハゼｓｐ・

ササノハベラ，カサゴ数尾を認めに。またＢ８．７では９８．５同様，慰類。愚ともに少い

が，大型のマアジの大群が魚礁の上層に鋼蕊していた。～れからみろと設置水漂が浅い

‘よど黛群の鋼箪援)昂が良好で‘'ベ圏の涜勤か姶人どZKいと違われる４１)３１以深で(よ魚艫

効果が小さい。従って魚礁役人にあたっては２５～４０ｍ位の流影効果が期待できる場

所が望Ⅷましぃ。魚礁空隙の有無および餌科（ショウユ柏）の添加の有無による効果はは

っきり判らない。主対象のマダイは藩戒心力強いため，過去ならびに今回の潜水調査で

も目視できなかった。

付着生物：設置後９０日経過した魚礁の付溜生物は，サンカクフジツポが顕著にみられ・

その他力ゴアミカイメン（ＢＬｌ），力判チネカンザi／,コケムン類､イトマキヒトデが

爵椎していた⑲

サンカクフジツポの着生状態を以下に祥察する。

◎魚礁外面の垂直分布

旬夫里島沖のｓ８．１，ｓ《、３では上段と下段の大き’r差異はない。別府水道でｓ8.5,

38.７ではｓ【．’，Ｂ８．３に比較して総体的にやや少なく，下段部では更に少倣い。

◎魚礁の外面と内面の分布

魚礁空隙のあるＢ８．１，ｓt、７では外面と内面の差は小さいが．Ｓ[､３，ｓ6.5のプ

ラスチック仮で魚礁の空隙を俺った内側は，ほとんど溝生していない。

◎殻長組成

各ｓこの魚礁上段上面を掻取り採取し，殻長を測定した。Ｂt別殻長組成を閣Ｖ－８に

示す。これをみると殻長Ⅲモードは，ｓ8.1で６～１１．５ｍｍと大型で次いでＳ３．５，ｓ8.3

日８．７の順である。

以上のことから付籍生物の優先種であるサンカクフジツポの被度および殻長は〆

知夫里島沖＞中井水道，浅海区＞深海区，魚繍の外面＞魚砺の内面，魚礁の上部＞

魚礁の下部

で，流れの強弱による現象を示しているといえる。

－１０８－－



並型魚礁

Ｂ０．２，４．６，８の実験魚礁戯

型魚礁１０ケ）のうら，８８．２．ｓ８．

６は海底の起伏が大きいため，魚群

探知器でその位題を探索できなかっ

た。またＢＬ４では魚探反応がうす

く，潜水したが透明度が低いため，

魚礎を発見できなかった。従ってこ

こではＢｔ．８についてのみのべる。

魚礁の設置状況：海底は平坦な細砂で

潜水基点の碇から半径１５ｍの範囲

内で２ケを目視したにすぎない。魚

礁は10～１５碗埋没した状態で設

置されていた。

魚類の婿築状況:小型のｲｼﾀﾞｲが魚

砺側面を５～６尾の小群で淋泳して

いた以外は，トラギス，ハゼＢＰを
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図Ｖ－－８サソカクフiﾉ'ツボ殻長組成

数尾認めたにすぎない。

付箇生物：付着物は少なく，サンカクフジツポが散見されたのみである。

(8)綴活

人工魚鶴についての既往の知見0,によると，

◎マダイを対象とした場合の魚礁条件として，水深，魚砿の高さす底質の８要素が有意に作用

するようである。そしてマダイが魚砿に誘引される要累として高さが重要であると同時に生

活空間を規制する要累として水深が深くなっていることが望ましい。また誘引されて生活す

る魚礁周辺の底質条件がマダイの生活に適合していればｂ生活期間が長くなると推察される。

◎マダイの場合，それほど魚磁の高さを必要とせず、むしろ魚聴分布面積の広さが大切である

とする意見が多い。

◎潜水調査ではタイ類を目視することはむずかしいが，プロジクの集積された間隙やそれに近

いところで｡しかも潮上に優く葉達ろ傾向がある。

◎マダイ，コシヮウクイは，比較的分散した分布形態を示しＴ魚礁の漁獲有効範囲は７０ｍ位

までである。そして唾櫻魚の場合，魚礁間の距離を２００mにすればこれらの空間は有効範

囲とみなして差支えないとしている。

、島前湾における上記水槽実験，延縄試験結果からみると，｛

マタイ当才魚の育成蝋としては

◎高さよりも魚礒分布面積が広いこと。～

-109-



◎魚礁鰯造は，ポール状と凹部のある形態が有効である。

◎沈設場所は,流影効果および底質条件からみて，流れの緑辺部にあたる水深，５～４０ｍ位

までの海域がよい。

マダイ親魚の産卵礁としては

◎高さのある形態がよいが，魚礁の分布面稔を広げるため，梯形ポステンなどの平坦なものと

組合わせ配置すれば最も効果的と考える。

またイワシ類の勝駄擬似音を利用した千葉県のポコ釣りにみられるイワシ類とマダイの関係

などから考え，イワシ類の滞泳を目的にした浮魚礁などの併用も有効であろう。

◎設置場所は、スンズの瀬から珍崎，赤之江沖合の西岸側水深２５～４０ｍの場所に重点をお

いて配置した方がよい。

と結論した。

8．越冬魚礒の形態・配置試験

当才魚～親魚までのマダイを長期間湾内に滞留させるための越冬場所，越冬に適した魚礁構造

を考察する目的でｂ水槽実験およびパイオテレメーターによる親魚の追跡を行った。

（１）水槽実験

魚礁について人間的発想で分別できるか否かは問題として，育成魚礁に対し越冬魚礁なるも

のを考えてみた。

過去，幾多の魚礁研究で魚礁形態による魚類生態を検討した例は著しく少ない。島根水試は

昭和４９，５０年度に，マダイ養殖の仕切網に各種魚礁を投入し，越冬期のマダイ生態を調査

したが，調査船が近づくと，餌料船と間違い浮上してきたこと，,潜水観察者の網への浸入でマ

ダイが警戒して逃げ去ったこと等により観察できなかった。

調査方法：本年度は，昭和５２年１月１３日～２０日まで100トン水槽を用い，マダイ当

才魚で各種形態の魚礁について越冬状況を調査した。

実験した魚礁形態は育成魚礁試験に用いた３種類とした。（図Ｖ－２，図Ｖ－９）供試魚

はマダイ当才魚をはじめ，チダイ1才魚，インダイ当才魚とし，各々４０尾，１０尾，１０

尾を同一水槽に入れた。

観察結果の数鼠化は’５分間の観察時間に数１０秒以上静止した尾数をCountして示した。

魚礁の配置は，図Ｖ－９に示したように設定した。

調査結果：水槽内の海水温度は８～９℃で，日本海の最底水温でありながら，タイ類は緩慢

に瀞泳行動を行った。これらの魚種に共i薗な;習性は，爾天の日，日蔭に集まる傾向が強い。

観察結果は表Ｖ－８にまとめた。

マダイは育成魚礁試験で観察したと同様に，土管形魚礁ＭＫ３）の入口で両脇へ分れる傾

向力難く，中に静止することは少ないようでめった。普通ポール形魚礁（堰，）の中や，土

管（躯３），Ｕ字形魚礁（虚２）の壁ぎわ近くに静止した。さらに水槽の魚取部のくぼみに

静止することが多く観察された。夜間の行動は非常に緩慢で,ポール形魚礁（J1H，）や水槽

１１０－



のすみ‘魚取部のくぼみに静止していることが多かった。

チダイは，土管形魚磯の中に人って静止する。またポール形魚礁の中やＵ字!｛穐礁の中・

外壁近くで静止し，付近に寄ってくるマダイロチダイを攻撃するのを度々認めた。魚取部に

も静止していた。

占<からチダイの魚礁として土管が沈設されてきたが，これらの観察からも納得できる。

イシダイは魚礁性の強い魚として知られているが、園察結果からは魚蝋に隙止することが

少鞍かつた。しかしながら確かに魚砺の中，上，付近を勝泳することが多い。そして成群性

が強く，決して群を解くことがない。
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表Ｖ－８越冬魚礁実験結果

５１．１．１８～２０ 旬：マグィ.閃：チダイ、け)：Ⅳタイ（'ＭｌｌｌＩ:敵）

経過
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一以上のことから，マダイ当才魚にとってポール形魚礁（妬ｌ）タイプが最も適しているこ

とがわかった。魚取部へのマダイ，チダイの静止から，魚礁の形態は勿論のことであるが，

海底の起伏も，越冬ならびに蝿集に大きな要因となることが明らかである。このことはまた

一本釣漁業において海底のくぼみでマダイ，チダイを数多く徽璽していることからも立証さ

れるだろう。従って魚礁沈設とあわせて海底の起伏も考慰に入れる必要がある。

(2)越冬マダイ（親魚）のバイオテレメーターによる追跡調査

調査方法：浦郷湾奥島根鼻沖の小型定厳網で漁痩されたＰ.Ｌ46.5“のマヂイに水深ピンガ

ー（水深情報超音波発信器,径1.9函，長さ１８．５ｃｍ，電池を含めた璽風２８９）をとりつ

け，昭和５１年１１月８日０７－型～１１月９日０６旦旦まで追跡を行った。

水深ピソガーは，図Ｖ－ｌｏのように魚体中央の背ピレ基部に近い場所にテグス糸を用いて

結付した。

追跡にあたっては常に発信器音力畷強に捕捉されているように船を運航し，約５分.間隔で

六分儀により船位を測定した。

調査結果：マダイ追跡結果は図Ｖ－１１，表Ｖ－９に示すとおりである。

マダイは０７２且放流後急速に潜行し，放流点

ﾄｰｰｰ……－－斗～）：ＷＩＳ雲ｌｌｇｌ彗星1堕陣艤群甥
（ＢＬ４，水深４８ｍ）で海底に着定し，それ以降

，7J旦旦まで殆んど同一場所で静止していた。’7旦旦

になると今まで静止していたマダイは急に行動をお

こし。Ｎ～ＮＮｍ方向に麦山鼻西方６５０，沖，ａ8．

３２（水深４０ｍ）に移動した｡（１９里）

移動当初は，毎分５～６ｍとゆつくｂした淋泳を

みせていたが，それ以後毎分-１２～３０ｍの速度で

移動した。Ｂｋ.８２からは針路を北西方に変え平均速

度３０９/分で浅所に向って約９００口移動し，曰`、

３５（水深３０ｍ）に達している。（１９竺）ａｔ．

８５からは多少複雑な動きがみられるが，等深線を

横切り北西方に珍崎沖距岸８５０００のｅ`､５８（水

深８２ｍ）に移動した。（２１輿）その間最高1０８

年
叩

〒
僻
｛ ：７－

・ン兼Ｆ「と

一一P----o
ＴＬ'９F栂←

図v-m…‐の噸什珈という遠塁札皐:寧均錘賦落部位と方法
であった。Ｂ８．５３から約５５ｍ位等深線に沿って

'21竺まで約15分間北上uたﾏﾀﾞｲは,B`､58$sA6鴎a6.65(st､75)に存在す
＿－－－－－－．．．＿’．--二一一一一一一一一一．、

ろ島根鼻沖人工魚繍（延縄操業地点図Ｖ±５．s`.Ａ）のまわり:を左廻りに迂回するような
．．｡-｡｡’

移動を示し，２２竺魚砿につき翌日０弾まで静止状態を続け変化がみちｵLなかったので
’；

エノ調査を打臺切った。ｊへ」‐、-Ａ.］、…

｜放流点から島根鼻人工魚磯に至る移動過程のなかでs`.２９．ｓ`.３８付近には並型魚礁が

－１１８－
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麦Ｖ－９マグイ追跡結果
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１７０

肴

躯
一
”

位

設置されており,この影響によるのか移動速度は小さく’009/升位を示し，マダイの魚礁に

対する滞留効果がうかがえる。

祷動時は殆んど海底上５～６ｍ位までのところを滋泳しており，深浅移動は認められなか

った。

石川水試が能登半島沖で６月に行ったマダイ（５．Ｌ､３７“）の追跡調査結果によると､放

流後２５ｍ/ﾀﾅの平均速度で，天然魚礁につくまで瀞泳移動したと報告0ａしている≦
しかし今回の島前湾における上記結果によると，07筆～17エまで始んど騨止し移動し

ていない。そして１７２２～２２』L３人工礁につくまでの間だけ瀞泳行動がみられている。こ

の現鎗が産卵時期と越冬時期という季節的なマダイ親魚の生態をあらわしているのか．内湾

と外海という漁場環境の差によるのかどうかはっきりしないが，非常に興味深い。

以上のようなマダイ親魚の追跡結果は，４９．５０年に実施した地曳綱漁獲試験結果から

の考察を裏づけるものである（昭釦５０年報告書(7)）。またと.の蕊実は，本年度実施した延

縄試験結果からみた産卵砿における考察と一致する。

4．藻場造成試験（継続）

（１）藻場の必要性および稚魚の着底保護育成場についての検討

これまでに藻の分布生態（底質・潮流・透明度等）について調査を行ってきたが，今年度は

マダイ稚魚にとって藻場の必要性および餌料生物面からの着底保護育成場について論議するこ

とで調査した。

昨年度は藻付生物について検討した結果,波止付近のアマモ場沖合で採捕されたマダイ稚魚

（当才魚Ⅳ.Ｌ・ＩＯＣ厩前後）が砂質底生性の壌形多毛類（ＭａｒＰｈｙｅａ，四Ｕｍｂｒ１ｎｅｒユｓ，

Ｎｅｒｅユｄａｅ）どクモヒトデの二種を主要解料としており，その他ＣＯｐｅｐｏｄａ，オタマボヤ

ウミボタル類などの小形解料の摂餌が多いことが判った。しかしアマモ,ガラモなどの付着生

物の主体をなす端脚類のヨコエピ類は，全く餌料としていないし５０年度報告書)(7)。

－１１６－



）箇底初期マダイの鯛料生物としてのペントス

今年ﾛｾﾞﾋﾞは，前述のように隠岐島Iiil湾内のみならず，湾外にも調査海域を拡大して，薇底初

期マダイの採捕に重点をおいた。そして着底初期マダイの食性と竃風場所におけるベントス

梱との関係を究明することによって，召底稚魚の保鍍育成場を造成する対策を検討した可

調査方法：島前湾およびその周辺の１４地点と本土側敬111沖合の４地点（図Ｖ－ｌ２）に

ついて，各地点２回ずつ塵土を採取し，これを1ｍｍ目節でふるって得たすべての生物に

ついて検索分類した。一方桁曳鯛，地曵網で採捕された籔底初期マダイの胃内容物を鋼べ

横討した．（ベントスおよび胃内容物の査定は水産大学校綱尾助戦授による）

調査結果：ペントスの出現状況と葛底初期マダイの出現量との関係

底棲生物の検索分類結果を一括して表Ｖ－ｌｏにとI〕まとめ側Ｖ－Ｉ２に,ｉＬだ。この

表の内訳としては各種ごとの出現個体数を麦Ｖ－ｌＩに示したか，総出現種類は３０９種

とかなり多かった。

これらの図，表によると，種頚数，個体数とも多い地点は島前湾では８８．６（青谷），

８０．１３（珍崎），１４－４（波止，アオサ除去後1ケ月)ばどであり，敬川沖では.S1.17

（水深２０ｍ）であった。また，これらの地点のＢ､１値（個体数／種類数）も9.7～17.9

と相当高かつた。逆に少ない地点はｓｔ､５（郡），９（中井ロ），1４－２（波止，アオ

サ除去前）などであり，これらの地点のＢ､エ値も1.0～1.8と極めて低い値を示した。

このB・エ値と着底初期マダイの採捕数とを対比してみると（図Ｖ－ｌ２参照），Ｂ，エ

値が高い場所で必ずしも多数マダイが採捕されているのではなく，４０～10.0と中程度

の値のところでのマダイの出現趾が多い傾向がみられ，特に８０前後を示す場所付近（例

えばＢｔ．’：国賀，Ｂ８．１６：敬１１１１５，，Ｂ８．１８：敬１１１８０，，日t、６：青谷）がマク

イの着底に適しているようにみうけられ，その水深は１５～３０ｍの範囲内でめった。

マグイ着底場所のベントスの特徴

上述の着底適地とみられる場所にかなり共通して出現し，いわゆる指標種とみなされる

よう廷種類としては，練皮動物ではマメウニ，クシノハクモヒトデがあげられ」b甲殻類で

はウミボタルおよびクーマ類，Ａｍｐｅｌユｓｃａｂｏｃｋｉ，ホソハサミソコエビ、ホソツツ

ムシ（Ｃｅｒａｐｕｓｓｐ）などの端脚類であり，貝類のヒナシタダミ，多毛類では遊在性の

サシバゴカイ，〃リス，アカスジイソメ類のほか,定在住のエラナシスピオがあげられる。

これらの種類のほとんどは底質が砂$Iに近いところや藻場付近に生息しており血直接肴

定初期マクイに浦f食されているから，これらが多避に出現するほど，マダイ着底鼠が増加

する可能性が高くなることになる。また胃内容物中にはみられなくと６０マメウニ，クシ

ノハクモヒトデなどのように着底マクイの出現量と密接な関係が認められるものも薗要な

I）

サシバゴカイ，〃リス，アカスジイソメ類のほか,定ｲﾖﾖ性のエラナシスピオがあげられる

これらの種類のほとんどは底質が砂$Iに近いところや藻場付近に生息しており血直接肴

定初期マクイに浦f食されているから，これらが多避に出現するほど，マダイ着底鼠が増加

する可能性が高くなることになる。また胃内容物中にはみられなくと６０マメウニ，クシ

ノハクモヒトデなどのように着底マクイの出現量と密接な関係が認められるものも薗要な

指標となる。

逆に甲殻類のコノハエビや糠皮動物のイカリナマコ類が出現したり，多毛類のＰｒｌｏ－

ｎｏＢｐｉｏ風などがあまり多い場所では有機物質の多い関係か，衙底初期マダイの出現は

ほとんどみられていない。
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表Ｖ－１０島前湾および敬川沖における

調査地点

出現動物

蕊一皮一動物一代;￣t-il-話

ﾆﾆｾﾞﾆﾐﾆ匡歪E二三菫
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底生生物の出現個体数（Ｎ）と種数（Ｓ）

底凄動物及びマダイ稚魚胃内容物の査定は下関水産大学校綱尾助教授による
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表Ｖ－１１底生生物

調査地点（Ｂ８．）

出現種（１）

練皮動物（１３種）
カキクモヒトデモドギ

チューリップクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

イソコモチクモヒトデ

クモヒトデの１種

マメウニ

タコのマクラの１顧

ハリサンシ筍ウウニ

プンプクモドキ~

ﾁﾞｰﾗｰｮｰ丁T7『
ウチワイカリナマコ

ヒモイカリナマコ

ホソイカリナマコ

蕊'二三
-ニホンコツプムdノー

、ヤマトスナホリムシ

Iヒノスナホリムシ

ウミミズムシの１種

f異尾蹟）（４種

一卜ゲツノヤドカリ

．Ｔ､ドカリの一種／

－１２１－



調査縄吊果（１９７６）
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着底初期マダイの胃内容物とベントスの関係

桁曳網・地曳網で採捕された蕃底初期マダイ１０６尾について胃内容物を燗べ，これら

の飼料生物の個体数とマクイの体長とを浸Ｖ－Ｉ２に示した。さらにこの表から主要な餌

料生物群ごとに，胃内容物として出現する頻度をマダイの大きさと対比してみると，麦ｖ

－Ｉ３のとおりとぱる。

胃内容物として出現する餌料生物は消化が進んでいるので図種類の判別困難は場合が多

いが,今回一応識別されたものは，アミ類５種，端脚類９種，その他の節足動物，ｏ顧，

多毛類６種，その他の動物５願で．合計８５種に達した。

全般的にみると表Ｖ－Ｉａで示されるように，アミ，端脚、僥脚類の出現頻度が相当高

〈，この３者が着底初期マクイの主解科となっており，これは従来の知見のとおりである。

体長２０ｍｍ・以下では小型のアミ類と僥脚類が主体であるが．これより大きくなるにつれ

て僥脚類の出現比率は低くなり，やや大型のアミ類，端脚類ｖ魚卵などの出現率が高くな

る傾向がみられる。

これら胃内容物として出現する餌料生物群により，地域的に大きく２通りに区別される

ようで’その一つはアミ，僥脚類およびトビウオ卵が主鱒料となっている区域であり、一

つはアミ’億脚，ワレカラ，尾虫類および水生昆虫等の混食率の高い区域である。前者は

比較的外海性で波浪の稔い国賀，敬川地先であり，後者はやや内海的要素を帯びる須賀，

青谷，知々井地先である。前者の場合，特に２ｏｍｍ以上になると大型アミとトビウオ卵

が主体と猛り，比較的混食が少ないが・後者は藻場などに着生するワレカラ，水生昆虫類

や尾虫類など多岐に亙って混食している魚体が多い。この現象は主餌料となるアミ類の少

ないことと関連があるようである。外海性の場所でも，島前の国賀のアミはPrOneomBiB

ornataが主体であり，敬川沖ではNeoﾛ町BiBsbinoBaが主体であって，両霞の群集密

度の高低が着底マダイ壁を支配する要因の一つと考えられた。

ii）アオサ類の駆除試験

湾内のアマモ地帯は春先（４～６月）アオサ類で海底が覆われ，従って底棲魚類は極度に

少ない。マダイ稚魚にとってもこのような場所は着底に不適当と考えた。このことはおそら

くベントスの愚，種類に影響しているのであろうと予想した。

調査方法：海底面に堆積しているアオサ類を桁曳網または貝桁網で除去して砂画面を露出

ざせベントスを採集した。対照区は近くの露出した砂地面とした・

貝桁綱は図fr8に示した形式，規.模で船外磯を用いて0.5～1.0ノットの速度で曳綱し

た。ペントスはスミスマッキンタイヤ採泥器で各地点とも２回採集し，これを合せて資料

として検索した。

試験海域は図ｖ－１４に示した後述のアマモ移殖試験，稚魚放流試験を行ったと同じ場

所とした。

調査結果：貝桁網でアオサ類は容易に除去された。対照区と試験区における除去前と除去

後1ケ月経過してからのそれぞれの底震生物の検索分類結果は表ｖ－１０，表Ⅱみ$'1（Ｂ8．

－１４８－



麦Ｖ－１８着底初期マダイの胃内容動物の出現頻度●■
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図Ｖ－１３貝桁の仕様

図Ｖ－１４試験海域図

１４－１，１４－２，１４－８，１４－４）のとおりである。

６月のアオサ除去前における試験区（Ｂ$．１４－２）と対照区（ｅｔ．【４－１）を比較す

ると，対照区（３９種３８８個体）にくらべ試験区（３種８個体）では殆んどペントスは

農息しておらず，アオサ類が海底をおおったことによる悪影響が魚類のみならずペントス
にもはっきりあらわれている。
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アオサ除去前の（et・’４－２）とｈ除去後１ケ月経過してからの（６k．１４－４）のベン

トス相を比鮫してみると極めて顕著な愛化が麹められ，質的にも週的にも唆者の場合好転

していることは明らかである。しかしこの場所はかなり栄饗塩や有擬物が過多のようで，

有賎汚染指標雨であるコノハエピやヨツバネスピオが他の地点に比べて多い。Ｂ､１値も

ｌＬ７と好適範囲をかなり上廻っているので，アオサを除去しただけの状態ではなお着底

適地とはいい難い。

これらのことから，この場所にはアオサ除去後さらに海水の流動を助長し，底闘の還元

化防止のための処理を鋼ずることも必要である。

ＩｉＤマダイ幼稚仔の放流試験

藻場の必要性を調べる－つの方法として，習底前期マダイを藻場に放流し，その行動を潜

水観察した。

マダイ稚魚の放流観察は，佐賀水試（１９７０）(10），新潟水試（１９７６）(9)の例があ
るが，これらはいずれも底質が砂場であったようである。

今回の実験は，ガラモ場，砂場，アマモ藻場が点在する場所に放流地点を選定し，マダイ

稚魚を放流し，その移動状況をみたものである。

圏査方法：放流に供した稚魚は，当水試鹿島分場で種苗生産された全長１０～８０ｍｍの

もので，その全長組成は図Ｖ－１５に示した。放流魚はナイロン袋に入れ，海底まではこ

び放した。放流海域は図Ｖ－ｌ６に示したように、アマモ場，砂場，ガラモ場が比較的隣

篭して点在する場所であった。

調査結果：

埴）
砂場：図Ｖ－１７に示したように，アマモ場とガラ

モ場があるが，比較的広い砂場である。５０尾の稚

魚を放流したところ，直らに２つの群に分離し，ア

マモ場付近の砂場に移動し，動きは鈍かった。ベラ．

カサプが捕食しようと追いかけたが逃避した。約3０
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分後’剛のような位置で確認されたが．１時間後には全く姿がなかった｡

周囲がガラモでとｂ囲れた砂場：図Ｖ－Ｉ８に状況をボしたが，欣流魚は砂場よ,ルガラモ

場への侵入はなかった＞藻と砂場との際を稼泳し，メジナ（２．範、）謹魚と＿緒に群を
_Ｑｊ

つくってしばらく潅泳した。
／、！’－●－つ●--ロー

藻地帯：砂場の中にある鍵鵬での放流魚は。あっという間に近くの砂場へと移動した。砂
二゛１

場では動きが緩慢でじっとしている傾向ぞ示しにbwヘラが度滑攻撃じたが逃避した。これ
．Ｍ，ノ

らの状況は図Ｖ－ｌ９に示した。
ｲﾄが…ら:汀.

以上のことから，マダイ稚魚は砂場で安定しｂ礫の場合は本能的にさけ定いるよう湛ガ

ラモ場への侵入はなく’アマモ場ではそれが粗の場合入っていくことがあ,ろがl既して露場

と砂場の接点を移動している。

このように藻場は直接必要冠は廷いが，二次的に作用して稚魚に安定感を与えていると推

定した。、…
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図Ｖ－１９放流魚移動（８）

Ⅳ）綴括

藻場の生態に関連して幾多の研究があって,大島（，９５４）08}布施（’’６２)0噸
等によると，藻場に出現する魚類の大部分は成長の一時期に利用している。従って直接震息
鬮で豚ないが,藻場は重要な役割を果しているとI吉議している。

マダイ稚魚が露場付近に多いことは過去の資料から明らかであるが，一方において長崎水

試（立石）⑱，西水研（西首）(17)からのべているように，アミ類が豊富に棲息する河川流域
の砂浜地も，またマダイ稚魚の好適な薮底場となっていることは事実である。

本年度隠岐島筋における着底初期マダイの胃内容物とペントスとの関係から主餌料である

アミエピの群集密度の高低が着底マダイ壁を支配する要因の一つと考えられた｡そして内湾

では藻付着生物を混食している個体が多い現象から，主餌料となるアミ類の少ないことが必

然的に他動物の混食が多くなる原因であると推察した。従って内筒におけるアマモ・ガラモ

の存在は着底マダイの餌料供恰源として高く評価できる。なお外洋でも藻場の存在は，すぐ

れた効果をもっていることは疑いない（新潟水試）(9)。
マダイの着底適地とみられる場所の指標種として，前述のように錬皮動物では（マメウー

クシノハクモヒトデ），甲殻類では（ウミポタル，クーマ類），端脚類では（Ampelieca

bockユ．ホソハサミソコエビ，ホソツツムシ），貝類では（ヒナシタダミル多毛類では

（遊在性：サシバゴカイ，シリス，アカスジイソメ，定在性：エラナシスピオ）などがめげ
られた。また胃内容物として出現する解料生物からアミエピの櫻息適地およびトビウオの産

卵場となる壌境は，マダイ着底場として好適な条件を臭えているといえる。

このような場所の共通点は，水の交流がよく底質が砂質に近いところ，或いは藻場付近と

いうことである。
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従って島前湾奥における稚魚の着底保護育成場として，砂場，藻場の拡大造成を図ろにあ

たっては，

（'）水の交流をよくするための人為的手段を鋼ずる必要がある。

（２）ハマチ，タイ養殖場付近海域の水質汚濁防止対策を併行して積極的にすすめる。

海水の交流があまり良好でない湾奥部に特いては，餌料残査の沈澱による海水汚染はかなり

早い速度で進行していると考えられる｡‐

この対策としては，水の交流をよくするための前述の人為的手段とともに，ナマコ．アカ

ガイごどの生物を増殖することも効果的であろう。

(2)アマモの移殖試験（継続）

湾内ではアマモ場がマダイ稚魚に必要と考えたので、現在アマモが消鐘したところや，新た

に凌喋、客土したところに増殖させる必要がある。

アマモの増殖については．大分水試（１．９７４）⑬，沖縄水試（１９７４）０９が行っている

が，本試験は沖縄水試と同様な手法を用いて行った。すでに４９～５０年にかけてアマモ移植

試験を行い，根蓮は必ず砂中に入れなければ睦らないこと，冬期の波浪の影霧のある砂場では，

根が充分土中に入り込むまで保護する必要があること，移植は比較的波浪の影露の少ない春先

に行うのがよいとと等が明らかになった。しかしながら一年経過後のアマモ移植状況をみると．

着生率が低く、各箱に数本程度残存していたにすぎない。また試験に用いた木箱は．まる－年

間で殆んど腐蝕され，わずかに底部のみが残っているのみであった。このことは当初予想した

ことで，アマモ着生後，木箱が腐蝕してしまい‘その後の成長に邪魔にならないものと考えた

からである。

今年度は施肥によって着生率の向上が図れるかどうか移植試験を試みた。

調査方法：従来と同様な方法で，木箱にコモを敷き，その上に砂（前年度と同一粒度）を入

れ，５１年６月アマモを植え込んだ。試験に供した肥料は，表Ｖ－ｌ４のようにＮ・Ｐ.Ｋの

肥料成分の割合をかえて行った．これらの肥料を穴をあけたポソ瓶（２５０ＣＣ）充填し，

木箱の四隅に埋めこんだ。育苗箱は，肥料区４組，対照区Ｉ魁，計５組（各組それぞれ２箱

づつ）を，図Ｖ－２ｏのように等深線に沿って１～１０の順位に並べた。実験場所は昨年度

と同じところとした。

調査結果：潜水観察の結果は，別冊写真に整理したが，その概要を表Ｖ－ｌ５に示した。

７～９月は？各育苗箱ともに大差歴<順調に着生していた。更に１ケ月後の10月には，

藻は枯れ始め砂も流失して，肥料を入れたポリピンカ露出した例を認めた。アマモは一般に

９月を過ぎると枯れてくるが，全く無くなることはffい。枯れた葉は箱の上に堆積していた。

この時期では虚３がかなり少なくなったのが目につく程度であった。’１月に入ると益々枯

れて残った葉がまばらとなった。

１２月の観察では写真からもわかるように大部分の葉が枯れ落ち，次年度に成長する若芽

だけが残り，全般に粗となった。各箱とも砂の流失が進み或いはこれは砂の沈下といった方

が良いのかも知れないが，ポリピン露出または流失を認めた。
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以上のことより肥料を与えることで着生を早くし．かつ成長を促進することを目的とした

が．肥料成分の翰蔓より砂の流失の方が早く，育苗箱によっては脅生か悪かった例もめ．＝た，

しかし昨年度に比較すると肴生誕は大巾に改善されたとみていろ。
bP

表Ｖ－１４各麗肥料の割合

肥料の役人状況

下看了二行〒７－
同上

マゲアンプＫ（遅効性肥料）

同上

対象（無肥料）

Ｎ：Ｐ：Ｋ＝１４：８；３

同上

Ｎ：Ｐ：Ｋ＝２：９：９

対象（無肥料Ｊ

Ｎ：Ｐ：Ｋ＝２：９：９

況伏付
．
植
十
Ｏ
十
ｒ
０
ｒ
ｒ
Ｃ
ｒ

モマア

育苗箱施

２
３
４

５

０
６
７
８
９

『

Ｎ：窒素分Ｐ：燐分Ｋ：カリ分

十：普通０：少し多い目ｒ：少し少な目
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図Ｖ－２０アマモ移植実験場
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麦Ｖ－Ｉ５アマモ着生観察結果の概略

育苗箱施

I

２

：
５

６

７

８

９

１０

‐１２人月くし》！？ィ‐

不良ポリピノン露出砂流失（中）

やや良好ポリピン露出砂流失（小）

不良ポリピン流失砂流失（大）

不良ポリビン流失砂流失（中）

不良ポリビン露出砂流失（大）

良好砂流失〔小）

良好砂流失（小】

蘓良砂流失（中）側壁破損

やや良好砂流失（小）韮■
側壁破損

やや良好ポリピン露出砂流失（小）

Ｗ・島前湾大規模増殖場造成の設計構想□

昭和４９－５１年まで８ケ年間にわたる調査結果の資料を検討して湾内のマダイについての問題

点を要約すると以下の５項目がめげられる。

(1)湾内への流入卵は，浦郷湾に集積されるがその数は少ない。

(||）浮瀞仔魚の流入は木路ロからの中層流に乗って入湾する。～

(１１１）着底に適した藻場および砂場があるが，なお未利用な海域がある。

0V）湾の中央部，特に当才魚・成魚の集積する別府・浦郷海域に寄付礁が殆んどない。また親魚が

入湾すると考えられる木路ロ付近から南東方海域にはみるべき魚礁がない。へＬ

(V）成魚は一時的にしか入湾しぱい。￣

これらの事例を基礎に，以下の構想で育成場の造成を行鞍う必要がある。汁

（１）湾内の卵数を多くすると共に,,､湾外への流出を防ぐもＩ

(ii）着底稚魚に適した藻場および砂場鰭造成拡大するひ．←「

(iii）当才魚～未成魚の湾内滞留をはかる。

(Ｍ発育段階別の餌料醤確保Pする｡＿'い'…一汗ハピ，～！

1．湾内の産卵数を圧倒的に増大する…，

（i）産卵親魚を多くするけ，一

日本海栽培漁業事前調査(3)によると，日本海におけるマダイの系群は能登半島付近を境に二

一つにわけられ､北九州近海から石川県近海までの)間に一つの大きな交流が考えられること，ま

－１５０－



に標識放流したマダイ成魚の移動状況から成魚の長距砿移動が南下のみの一方に限られ，山口

で放流したマダイが島根・兵庫等の県でとられてい唾いと報告している。

以上のような事象からみると隠岐島周辺海域のマタイ成魚は，地付群と石川～鳥取までの北

東海域からの移入群によって維持されているだろうと推察できる。

従って島前湾内の産卵親魚を多くするためには，北東海域から南下移動する成魚をできるだ

け湾内に誘導するための方法を諭ずろ必要がある。

このため海流を横切るように木路□から本土側に向って大型魚礁毎800ｍ間隔で設置し，外

洋から積極的に親魚を湾内に誘導する。

本年度実施した湾内における既存魚礪の試験結果（図Ｖ－５，表Ｖ－３）によると，魚礒規

模範囲とも大きいところでは，４０画以上の親魚が多く漁麺されていること，および能登近海

の鯰島～嫁醗周辺，新潟県粟島周辺，山形県沖の大願・明石蝋など日本海における顕著な産卵

場として知られるところは，２０～８０ｍの凹凸の激しい天然礁で流れもかなｂ速く，蝋の周

囲が荒砂または貝殻まじりの砂質であるといった地形的条件をそなえている。

以上のことから親魚を対象にした誘導魚臘の形態はできるだけ複雑な形状で，高さおよび規

模の大きいものが必要でゐる。

人工魚礪についての既往の知見によると⑪，マタイに対する魚礒の漁麹有覚t範囲は７０ｍ位
までであり，底霞魚の場合，魚砿間の距醸を２ｏｏｍにすれば，これらの空間は有効範囲とみ

なして差支えないとしている。また本年度実施した親魚のバイオテレメーターによる追跡結果

（図Ｖ－Ｉｕ，表Ｖ－９）からもうかがえるように，マダイの魚蝋に対する滞留効果がはっき

り確認されているので，８００ｍ間隔に魚礁を設鼠すれば，南下マダイ親魚を湾内に誘導でき

ると判断した。

(Ⅱ）産卵親魚を湾内に長期間とどめ産卵させる

親魚は一時的に入涜し,しかも浦郷沿岸の赤崎と獅子ケ鼻を結頚水深３０ｍ以上のところに

滞留する(4)(7)
○

マダイ親魚は大きく移動する場合と沿岸に定着する場合が｡bることは，すでに知られている

ことでめり，４７～４９年の８ヶ年にわたるマダイ親魚の再捕結果から浦郷湾奥の特定の場所

（赤崎)では長期滞留することがわかった!X7）

本年度越冬期（’１月）に行ったバイオテレメーターによるマクイ親魚の追跡結果（図Ｖ－

ｌｌ，表Ｖ－９）をみても，湾奥に魚磁を設置すれば越冬し，長期間定着させることができる

ことを実証した。

次に本年度延縄試験結果（表Ｖ－３）からマダイ親魚の産卵，越冬蝋としては高さ規模が大

きく，しかも魚醗の分布面積の広さが必要であること，また漁場条件としては，浦郷湾奥の中

央から西岸側力糎れていると結蕊した。

以上の理由から桂島と麦山鼻を結ぶ線と赤崎と獅子ケ鼻を結ぶ線で囲まれる海域に大型魚礒

を沈没し，産卵魚翻群とする。

魚砿形態は誘導魚醗と根本的に変らないが，魚砿の分布面積を広げるため，梯形ポステンな
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どの平坦なものと高さのある形態のものと組合わせ配置すれば最も効果的と考えた。魚礁間の

距離は前述により３００ｍとした。設置場所はズンズの瀬から珍鏑．赤之江沖合の西岸側水深

２５～４０ｍの場所に重点をおいて配置した方がよい。

(in卵および浮瀞仔魚の湾内集臓

湾内の卵醤可能な限り外洋に流出させないためには，適当な岬角に卵,浮瀞仔魚を対象とし

た導流堤，消波堤、或いはオイルフェンス様のものの設置などによって，物理的な滞溜水域を

造る方法が考えられた。しかしこれらの方法は，水深が深いことと航路筋にあたることから現

実的に不可能であり，また卵～浮勝仔魚の生態（浮淋期間約，ケ月，浮溢闇は表-.底鬮）から

みて卵を集積できたとしても，浮勝仔魚築積におよぼす効果については疑問視された。

以上のことから現実的には放卵量の絶対的な増大を図b，それぞれの地先の自然集積愚を高

める方法力掻も妥当であると考えられた。

湾内には無数の大小さまざまな岬角があるため，湾内の硫勤は複維であり，地形的な要因に

よる数多くの渦動域が沿岸地先に形成されている。このような渦動域は自然に卵集積の効果を

果していることは’５０年の調査で確認されている。また隠岐島そのものが大きな渦動域内に

めると考えられるので表層流により湾内から外洋へ運ばれた卵および浮勝仔魚は，図ｗ－，，

Ｗ－２にみられる湾外の流れおよび浮勝仔魚の分布，着底稚魚の分布（Ｗ－３）からみて，木

「
「
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呵
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麗妓島周辺の海流の伏漏
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湾内の表層流
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図Ｗ－３マダイ浮勝仔魚と着底稚魚の分布

路ロ沖合の外洋に築積される可能性は充分に考えられる。従って湾外へ流出した浮tiii仔魚につ

いても、ふたたび中層流に乗って木路ロから入湾する確率は比較的高いという仮説をたてた。

2．当才魚を湾内で越冬させる

湾内は大型の網による操業が禁止され，保護水面となったので，できるだけ湾内にとどめ保護

してやる。

従って当才魚の移動水路にあたる別府水道ならびに集積場と思われる別府湾に，育成魚礁，越

冬魚礁を沈設する。

本年度における延縄試験（表Ｖ－３）ならびに大型水槽（100トン）による当才魚を使用し

ての実験結果（図Ｖ－２，３．４，図Ｖ-9,表V￣８）から，マダイ当才魚の育成礁越冬礁とし

ては

◎高さよりも魚礁分布面積が広いこと。

◎魚礁構造はポール状と凹部のある形態が有効である。

◎沈設場所は流影効果および底質条件からみて流れの緑辺部にあたる水深１５～４０ｍ位まで

の海域がよい。

◎海底の起伏を考慰に入れて魚礁を沈設する必要がある。
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底質および海底状況の精密調査結果に加え，沈没から８年経過した弁天脚地先人工魚礁（ｌ５Ｉｎ

角館型ブロック１３０ケ，水深３６ｍ）の埋没状態からみて，場所によっては１５～２０cm位の

埋没は見込まれるが，美田筒を除けば湾内では構造物の埋没の心配はない。また櫛造物を配置す

る際，流速と海底地形，特に渦流域ならびに沿岸付近は急激な落込みを示しているので注意する

必要がある。（図１－２，１－３，１－４，５，６）

3．稚魚の藩底，保護育成場として砂場，藻蝋を造成拡大する。

藻場の生態に関連して幾多の研究があって，大島（１９５４）０３，布施（１９６２）03⑮など
によると，藻場に出現する魚類の大部分は成長の一時期に利用している。従って直接嬢息場では

ないが，藻場は重要な役割を果していると結論している。またマダイ稚魚は藻場に多いことが過

去の資料より明らかになっている｡しかしながら最近，長崎水試（立石）⑬，西水研（最首）⑰
は綴場の必要性を疑問視した論議をしている。事実↑石見沿岸の砂浜地（敬川）のマダイ稚魚

の多過出現はこのことを裏づけているようである。しかし砂浜地で見落してならぽいのは，海底

の起伏（リップ）とアミエピの存在であろう。砂の起伏は物蔭として役立ち，アミエピは無料と

して利用され，着底に好条件を与えていると想像される。

本年度隠岐島前における蕃底初期マダイの胃内容物とベントスとの関係から，主餌料であるア

ミエピの群集密度の高低が，舗底マダイ鼠を支配する要因の一つと考えられた。そして内湾では

藻付箸生物を混食している個体が多い現象から，主餌料となるアミ類の少ないことが必然的に他

動物の混食が多くなる原因であると推察した。

従って，内湾におけるアマモ・ガラモの存在は濁底マダイの餌料供給源として高く評価できる。

なお外洋でも藻場の存在はすぐれた効果をもっていることは疑いない（新潟水拭）(9)。

本年度行った着底前期マダイ（ＩＣ～３０ｍｍ）の放流試験（図Ｖ－１５，１６，１７，１８，１９）

によると，マダイ稚魚は砂場で安定し，礫の場合本能的にさけていること・ガラモ場への侵入は

なく，アマモ場はそれが粗の場合入っていくことがあるが，概して藻場と砂場の接点を移動して

いる。

次に着底初期マダイの食性と嬢息場所におけるペントス相との関係から着底稚魚の保護育成場

を造成する対策について検討してみると

◎Ｂ､I値（個体数／種類数）と着底初期マダイの出現趾との関係をみるとＢ・I値が廓、場所で

必ずしも多数マダイが採捕されているのではなく，４０～１０．０と中程度の値のところでのマ

ダイの出現量が多い傾向がみられ，特に8.0前後を示す場所がマダイ着底に適していると考え

られた。

◎甲殻類のコノハエピや錬皮動物のイカリナマコ類が出現したり，多毛類のrriopcepio属な

どがあまり多い場所では，有蝋物質が多い関係か，着底初期マダイの出現はほとんどみられな
い｡

◎マダイの着底適地とみられる場所の指擦種として錬皮動物では（マメウニ．クシノハクモヒト

－１５５－



デ），甲殻類では（ウミポタル，クーマ類），端脚類では（AqmeliBcabockilホソハサミソ

コエピロホソツツムシ），貝類では（ヒナシタダミ），多毛類では（遊在性：サシバゴカイ、

シリス，アカズジイソメ，定在性：エラナシズピオ）などがあげられた。

また胃内容物として出現する餌料生物から,アミエピの棲息適地およびトビウオの産卵場とな

る環境は，マダイ着底場として好適な条件を具えているといえる。

このような場所の共通点は１水の交流がよく，しかも適当な照度がある底質が砂質に近いとこ

ろ，興いは藻場付近ということである。

湾内のアマモ地帯は，春先（４～６月）アオサ類で海底が霞われ，底儀魚類は極度に少ない。

このためアオサの除去に併せ，耕運による底屡鱒料生物の増強が図れるかについて，本年度貝桁

網によるアオサ駆除試験を行った結果

◎アオサ除去前における試験区と対照区（露出した砂地）とのベントス相を対比すると，対照

区（３９種，３８３個体）にくらべ，試験区（３種，３個体）では殆んどベントスは棲息して

おらず，アオサ類が海底をおおったことによる悪影響が魚類のみならず，ベントスにもはっき

り現われている。

◎アオサ除去前と除去後１ケ月経過後のベントス相を比較してみると，極めて顕著な変化が認

められ，質的にも量的にも後者の場合好転しているのが明らかにされた。

付着生物でみる限り，アマモとガラモではその付着物組成に大差はないので，ガラモより容易

に造成可能なアマモを選定した。

藻場の形態としては濃密でなくても，小群落がなるべく２０ｍ線位の深部にわたって展開され

るほど有効であり,擬密なアマモ場はむしろ間引きによって砂地面をひろげた方が，マダイの成

育場としてはよく利用されると考えられる（昭和５０年コンサルタント所見）こと。

また本年度行った着底前期マダイ（’０～３０ｍｍ）の放流試験結果およびマダイ稚魚の棲息

に適した照度を得るという見地から０アマモ藻場を造成するに当っては粗にした方がよいと判断
した。

アマモの移植を行う場合，施肥により着生を早くし，かつ成長を促進させることの必要性につ

いてははっきりできなかったが，着生率が大巾に改善されたことからみるとプラスの効果はある

と思われる。

以上のような知見にもとづいて，島前湾奥におけるマダイ稚魚の着底保護育成場として，砂場，
●

藻場の造成・拡大を図ろため，次のような方策をとる｡

(i）泥場の美田湾を凌蕊・砂を客土する。

(ii）造成砂場に

◎アマモを移植し,育成場とする。

◎霞境に適したアミエピの増殖を因る（放流および水の交換をよくするための手段を鋼ずる)。

－１５６－



(ＩｉＤ既存の砂場・藻場を耕運し，底橇餌科生物の増強ならびに環境の改善を図ろ。

4．ハマチ，タイ養殖場付近海域の水質汚濁防止対策を併行して穣極的にすすめる。

海水の交流がゐまO良好でない湾奥部においては，餌料残査の沈殿による海水汚染は，かなｂ

早い速度で進行していると考えられる。

この対策としては、底質の還元化防止を図ろとともに，ナマコ，アカガイなどの生物を増殖す

ることも効果的であろう。

大規模増殖場開発事業実施計画
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表付

１－１:堆積物の調査結果

隠岐島前における漁獲物組成

（地曳網）

同上

（桁曳網）

銘柄別漁獲努力当漁獲量（Ｃ・Ｐ・ＵＥ）(&,）
（大ダイd中ダイ・小ダイ）

同上

（犬シバ・シバ・豆シバ）

同上

（ゴマシバ・チコ・チコシバ）￣

同上

（イシダイがマトウダイ）

タイ類幼｣魚の捕獲尾数

、－１

Ｍ－２

Ｗ－１

Ｗ－２

Ｗ－３

Ｎ－４

Ｗ－５

一'1６０－



堆積物付表 Ｉ １

［【
1６１

８ｔ 概略位置
水深

(、）

底質

上層 下層

１
’
中井ロ中間 ２０ 貝サンゴ片若干大砂

１ 馬込鼻~鴨島東100ｍ線上の中間 ２８ 貝混じりの大砂

２ 見付島～松ケ崎松ケ崎寄800ｍ ８７ 大砂 中砂

８ 同上見肘島嵜900ｍ ８０ 中砂 細砂

４ 別府水道中間唐橋鼻沖 ４０ ” 〃

５ ﾘﾘﾋﾞ子ケ鼻～ﾌﾄﾞ路ｸ崎雄子ケ鼻900ｍ ５６ 〃 〃

６ 同上木路ケ崎寄800ｍ ４０ 貝サンゴ片 〃

７ 木路口中間 ５８ 中砂 〃

８ 雄子ケ鼻～俵島俵島寄200i凪 ８０ 貝片サンゴ片若干大砂

９ 同上俵島嵜600ｍ ８４ 貝ｻﾝｺﾞ?fZじりの大砂 中砂

1０ 同上唯子ケ鼻寄1500ｍ ４４ 中砂

１１ 同上同上800ｍ ５６ 中砂 細砂

１２ 桂島～腕島腕島嵜800ｍ ８２ 貝サンゴ片若干大砂

１３ 桂島～麦山奥麦山鼻寄1100''2 ４８ 中砂 細砂

１４ 珍崎鼻～弁天鼻弁天鼻寄600'jｑ ４０ 泥混じりの細砂

１５ 同上珍崎寄600 〃Ｚ
■

８８ 中砂 泥混じりの細砂

１６ 赤崎～獅子ケ鼻赤崎寄800ｍ ８６ 泥混じりの細砂

１７ 同上 ８０ 細砂 泥混じりの細砂

1８－１ 美田湾南側シーサイドホテル前 １６ 泥混じりの細砂

1８－２ 同上北側川口』:D８００ｍ ８ 同上

Ｂ－１ 青谷湾内北側 ２０ 貝ｻﾝｺﾞ混じりのけ〔砂 大砂

Ｂ－２ 青谷湾内南側 ８２ 〃 中砂 細砂

Ｃ－１ 須賀湾内中央部 ２４ 〃〃 細砂

Ｃ－２ 須賀湾内北側 ８１ 中砂 細砂

２１ 耳浦湾内 １５ 貝片まじりの大砂（砂は火山質の黒色）

２２ 耳浦湾内 １８ 同上



の調査結引果

Ｉ
戸

「
※浮.泥の表現一

一浮泥ほとんど危い

一－十やや浮泥あり

＋＋浮泥多い

162

色
浮泥の

有無

還元泥

の有無
備考

白 ＋ ＋ 大礫（人頭大） ４０冊砂６０筋

白灰
￣

灰 ＋ ＋

〃 ＋ ＋

■ ＋＋ ＋

〃 ＋＋ ＋

白灰 ＋ ＴＶ観察；灯台上り北500''０に５×15,,2の天然礁ありヤギ類疎生

灰 〃 ＴＶ画面にタイ，カワハギ出現

白 〃

白灰 ”５～８ｍの小礫点在

灰 〃

〃 ＋ ＋ 〃

白灰 とぶし大の小礫疎庄〃

灰 ＋ ＋

〃 ＋＋ ＋ ＴＶ観察一泥分多い

〃 ＋＋ ＋ 〃

〃 ＋＋ ＋ 最下層ネンド質

〃 .＋＋ ＋ 同上一

_〃 ＋＋ ＋ 同上‘

〃 ＋ ＋ 軟泥棒７１“埋没同上

白一黒 -9,Ｖ観察ウミヒルモがみられた

灰 ”

灰 ＋ とぶし大～人頭大の礫ｶﾐ点在〃

灰』 ＋ ＋ 〃

白一黒 高さ０，５～２０ｍの天然礁周辺で採泥

巾４０脚，高さ６cimのリップルマークあり



付表Ⅲ－I隠岐島前にお

全長範囲P

わにざす

ねすつぼねすつぼ ～１３ ～1６５

にしぎんぽ

にしきはせ

めししろはぜ

３８～４０

５３～５９

⑥：６月調査
－１６３－

亜目 科 魚檎名
⑥美田湾

個数
１．

全長範囲昭

⑥由良湾(a）

個数 全長範囲【ﾜｲｈ

すずざ たい ･溌まだい １０ ］５０～３０５ １４５

〃 〃 無ちだい゛ １５ ７５～１６８ ２７ ６５～８５

〃 〃 きだい

〃 いしだい いしだい １７ １３１～１９８

〃 てんじ〈プピ(、 てんじ〈だい ３ ４２～,５７

〃
〃 ねんぶつだい

〃 すずき まはた

〃 ﾌﾟこかのはだい たかのはだい

〃 〃 ゆうだちたかのは

〃 ひめじ ひめじ

〃 きす きす ２ １９３～２００ １４ ７０～２００

〃 めじな めじな ３ １４５～１５５

わにぎす とらぎす くらかけぎす

〃 〃 おきとらざす

‐〃 〃 まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ とびぬめり １１ ７０～１３８ １３ ６５～１６５

〃 〃 はたたてぬめり

〃 〃 やりぬめり

〃 〃 よめどら

〃 〃 ねずみどち

ぎんぽ にしぎんぽ 蕊ぎんぽ Ｉ １９５

はせグ はぜ にしきはぜ

〃 〃 判さびはぜ

〃 〃’’， めししろはぜ

〃
40

〃 やみはぜ ３ ３３～４０ ５ ３０～５５

● :〃 〃 きぬぱＩ）

〃 〃 はぜくら ６ ５３～５９

目

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



割：物１１Ｗ

(地曳網）
⑥･曲 IU

D＿」

－１６４－

⑥由良湾･(剛“ 一⑥一大一山（a） ⑥－犬山（上り， ⑥■保と見湾(乳）

個=数 全長範pf1mlii 個数 全長範囲'ﾘiii 個数！ 全長範囲％ 個数 全長範囲､）命 個数

６ １３８～２－０６ ３ ｒ２５～】４５ 1３ １６~５～２４５ ４ lＩ２－２０７
６
２

５５～１３６ 1９ ６８～８６ ２００ ９ ７０～９３ ２

１３ １５５～２６５ ５ １３５～２８５

２ ２４６～２６５

２ １０９

1２９

Ｉ ．－１９５ ３ ２００～２５５ I 1２９ １ 【１１

４ ２４`１～２６７

７

１６ ９５～ｔ６６ ３ １１８鯵～１４６

６ ５５～１３６ １ １２０

…１４９

Ｉ ６６

２５ ７０～1１３ １． 102 Ｉ １１０

１ ７６ ２

２ ３２～４６ ４ ８０～８４ 9９０

７ ３５～４３ ６ ４６～６７ Ｉ ８４

７ ５６～７５

1 ６４

⑰噺踊８５



隠岐島前 お けに

筐
”“・■■■醜三四■■室■函四三■■・・辨暑”

。■■醜三四■■』■■■二一■】』趾”

1６５

亜目 科 魚樋名
⑥美田湾

個数 全長範囲略

⑥由良湾（a）

個数 全長範囲％

くら くら おはぐろべら

〃 〃 ささのはくら １２５

〃 〃 ほんくら

〃 〃 きゅうせん ９ 100～1７５

〃 〃 いら

〃 〃 てんす

あじ めじ まあじ ２ ２０～２１ 1４ ６０～９０

〃 〃 かいわり

ちようちょう
うお

らようちょう
うお

げんろ〈だい

うみたなこ うみたなど うみたなど 1８ ５０～２０５

かじか かじか めなはぜ

〃 〃 あさひめなはぜ ５ ６０～７０

〃 〃 すい

〃 かさご かさご

〃 〃 めばる ２ ３８～４２ ５４ ４０～１６５

〃 おにおこぜ おにおこぜ １ ７０

〃 はおこぜ はおこせ

〃 あいなめ めいなめ Ｉ ２３２ ９ １６～１７

〃 〃 くぢめ ａ １００～1１９

〃 こら おにどら

〃 〃 めどら ２０５ １ １９５

〃 やつぎｌいつきＩ かながしら I ５０～６０

〃 〃 ■つぎＩロフ１１

にしん
かたくち

いわ［’

かたくらいわし

はだかいわし えそ まえそ １８５

〃 〃 とかげえそ １ 1８０

まとだい まとだい

目

きずす

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

払力じ弘力

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

んしに

しわいかだは

〃

いだとま



ろ漁獲物組成

(地曳網）

⑥保々見や

範囲咳全長範囲全長範囲叩／

５１－１３

Ⅱ。～１０

１１－１７

～1３５６～1６１

－１１５ロＩ～１０

５１～

ロＩ～１１０

－１６６－

⑥由良湾（1:Ｉ ⑥大山（a） ⑥大山（・ ⑥保々貝（a）

個数 全長範囲ﾛﾘｨﾊ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲Ｗｌ 個数

１ １５９

７ 106～２２０ １６０ ９ ５１～１３１

２ 】０３～１０５

11 ４８～１９５ 】６ ５７～1８１ ７ １００～１７０

５ ７２～９２ I ７７ ２ １２７～１３５ 】

２

１ ６６ ２ １５６～1６１ ２１ ５６～1３５

１ ９５ ８ ９６～１２０

２５ ６０～１０２ ９３ ５２～１１５ ６ ６２～1２０ ２

２ ５２～５７ ５６

１ 【５０ ２ ９０～１１８ ２０２

Ｉ ５４． ２５ ４６～１０９ ３３ ５１～２２５

２０ ６０～９０ ２４３ ６０～110 ５８

1 1２０ ３ １１５～２２５

１

２

１４ ２２～８１

１ １０２ ７



隠：岐島:前におけ

⑥由

瀬ヨ

。慨

-１６７－

亜目 科 魚種名
⑥美田湾

個iii〔 ~全長範囲Wf1

①由良湾（a）

値一致 全長範囲Iﾜilh
‘んがら
かわはぎ

かわはぎ あみめはぎ ４０ ８ ３０～６０

〃 〃 ざらさはぎ

〃 〃 かわはぎ

〃 〃 うまずらはぎ

〃 〃 よそぎ

ふく まふく
百・

ひがんふく
ザ

〃 〃 くさふく

〃 ｜〃 こ６人ふく
S■

かれい ひらめ ひらめ

〃 〃 あらめがれい

〃 かれい まこがれぃ ６ ２４５～２８５ ４ １４５～２０５

〃 〃 めいだがれい

うしのした
ささうしの

した
ささうしのした

〃 うしのした くろうしのした

おＰワ｜じ一‐０いつよ お◎つ牌しＰフ匹恐 お迄うじシワよ Ｉ

さめ どらざめ ほしざめ

こういか ※ししいか

￣ 〃 蕊ひめこういか

だんごいか みみいか

長尾類 くるまえび とらえび ３ ￣

〃 もえび ほそつのもえび

〃 〃 こしまがりもえび

〃 〃 つのもえび

〃 〃 ほそもえび

〃 〃 不明種 １９

〃 しゃこ科 しやこ

一目

ぐふ

〃

〃

曰‐－｜
〃〃

〃

〃

〃

〃

い》
れか れか

〃

お》うじ彦フよ

め目腕さ一十

〃〃

目一
脚十

〃〃
〃

〃

〃

目脚ロロ



漁獲物組成ろ く靹一』囮Ⅲ』■■』■■■』】■』』■■■】■■■■。
①
“

■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

網）地曳

。】』■皿』皿■｜
■倍ｒｌｌ」

兄
一
唖

！
Ｒ
］

Ｉ［［

岸
。

Ｆ１
1６８

⑥由良湾（b） ⑥大山（a） ⑥犬山（b） ⑥保々見（a）

個数 全長範囲､〕fｉ 個数 全長範囲【，､Ｉ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲I，fｈ 個数

８４ ４６～６２

４ １２２～２２６ 【１ １３４～２５６ ２

1０ ３８～５６ １１３ ３５～９２ ４

２ 1５５ ２６５ ２ １０４～１６１

Ｉ １１５

２８５

１

２ ２３２～２７５

１ ４５０

４ ６５～８４ ９ ４２～７１ ４

３４ ･３１～７５

３

２

① ３ ￣

３

槙》



隠岐島前 お けに

、ＥL■［ □
］
ｕ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

6９

亜目 科 魚種名
⑥日の津湾

個数 全長範囲鶏

⑥倉の谷

個数 全長範囲'ﾜｨ１，

すずき たい 燕まだい

〃 〃 蕊らだい ５４ ７３～９８ 1４７ ６８～８９

〃 〃 きだい

〃 いしだい いしだい

〃 てんじ〈だl`、 てんじ〈だい

〃 すずき まはた

〃 たかのはだ『 たかのはだい １０１

〃 〃 ゆうだらたかのは

〃 ひめじ ひめじ I １０５

〃 きす きす ２ １８５～２２５

” めじな めじな

わにぎす とらぎす くらかけぎす ２４ ９１～112 ４ ９２～110

〃 〃 おきとらぎす

〃 〃 まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ とびぬめり

〃 〃 はたたてぬめり

〃 〃 やりぬめり ７ ７０～１１５

〃 〃 よめどら ２ １１９～１８３ ３ １１０～１９０

〃 〃 ねずみどら

ぎんぽ にしきぎん(３ 藻ぎんぽ

はぜ はぜ にしきはぜ ２ ８７～９６ １６ ８５～1２２

〃 〃 さびはぜ

〃 〃 dｂししろはぜ ９０５

〃 〃 やみはぜ ３ ４８～５５ ３ ２８～４８

〃 〃 きぬばり

〃 〃 はぜくら

くら くら おばぐろくら

目

きす

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



ろ漁獲物組成

(地曳網）

全長範囲％全長範囲リ全長範囲叩

１８１

：０～１０

１６３－１８

ｌｌＯ～１２

１３～1３

１０-１２１０４～１２

⑥：６月調査⑦：７月調査－１７０－

⑥耳油 ⑥珍崎湾 ⑦美田湾 ⑦大山

個数 全長範囲【ﾘiii 個数 全長範囲!’ｉｎ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲ﾜ命 個数

２５ ５ １３０～２６５ １８１ １ ２１８

５ ５５～８０ ３ ６５～７８ ２４ ７５～１４８ ２５ ８０～１００

１８ １５０～２２０ ５ １６３～１８５ ７ １５５～８５０

1６３ ４３～８５ ７

６ ２２５～２８５

２ ９８～９９

１ １３０ １

1９５ ３ １８５～２１５ １８ １１５～２４０ ２ 110～１２０

】 ２８５

４ １８０～１３３

４ ７３～102 ２

１００ ７０～1８０

２ １０４～１２５ ５５ ７０～１２５ ４ １００～１２０ ５

１７ １３０～２４０

１

１１ １１０～1２０

I ６２

１６８ ４０～６０ ５ ８５～５０ １

1２８ ２２～６４ ９

８３

００１－５７

０２１



隠岐島Ⅲ前 お けにに

『■■■ご■■■二口■■』他 「［！

』囚・』■』■■価
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅸ

いわし

１７１

亜目 科 魚億名
⑥日の津湾

個数 全長範囲賂

⑥倉の谷

個数 全長範囲略

くら くら ささのはくら １５ ４２～１１５

〃 〃 l塾んくら ２ ２１５ ７ １７５～1９５

〃 〃 きゅうせん Ｉ ５８ ８９ １１０～1５５

〃 〃 いら

〃 〃 てんす

めじ めじ まめじ

．〃 〃 かいわり

ちようらよう
う士『

ちようちょう
うお

げんろ〈たい

うみたなど うみたなど うみたなと

かじか かじか ゐなはぜ 10 ８９～１１５

〃 〃 あきひヨヮなはぜ ７４ ５６～1８４

〃 〃 すい

〃 かさと かさご Ｉ １４３

｜〃 〃 めばろ ３４ ３ ５５～６０

〃 おにおこぜ おにおこぜ

〃 はおこぜ はおこぜ １４ ６０～８０ ４２５ ６０～１１０

〃 あいなめ めいなめ ８ ９５～１２６

〃 〃 くちめ

〃 こら おにこち ２ ６９～１３９

〃 〃 めどら

〃 』うぎＩ』フ３１ かながしら Ｉ ６０

にしん
かたくら

1,,ｵ、Ｉ
かたくらいわし

はだかいわし えそ まえそ １ ２９５ １ 1２５

〃 〃 とかげえそ

まとだい まとプごい １ ５０

６んがら
かわはぎ

かわはぎ あみめはぎ

〃 〃 ざらさはぎ １４ ６６～７８

目

ん・札、し北力とだＩは

一キーふ



漁獲物組成ろ

二
銅‐全■■』■■囚・

』・『】■・・
地
，
値
■
■
■
回
■
■
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■
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■

》四画】・・』』 四二コ・四】■■】ロ■■■』■』■■・
■
■
回
国
■
■
回
■

■
■
■
■
■
■
■
■

⑥｜“’

。・・』・』』回』』■■』『》』四■。Ｉ
・
・
】
■
』
』
■
。
。
』
回

③耳浦 ⑥珍崎湾 ⑦美田湾 ⑦大山

個数Ｉ 全長範囲略 個数， 全長範囲【ﾘｲiｉ 個数 全長範囲W)ffi 個数 全長範囲１，if｛ 個数

1３ ９５～２００ ６ ８５～１３５

２ １２６～1３８ ９ ８０～２００

1７ 100～１４０

１ ２４０

２ ］１２～１９１

８５６ ３５ ～ ５５ Ｉ ３１． ８６ ４５ ～８０

２ ６５

１ 1０４

４９ ８０～２１０

２９ １１０～１３０

２８ ８０～110 ３

６ １３７～２３０ ４ ９５～1２０ Ｉ

５２ ５０～７０

1 ２６０

１４ ６０～８０ １６８

１ １３５

１７ ５５～８５ ２

２ ２６０～２８５ 卜７ １１０～1９０ １

２ ８５～８０ １ ８２０

１２ ４０～６０

１ ８０



隠岐島'前 お けに

lJJJLliJll
き

ぐ
め

い

はわ
〃
〃
ふ
〃
〃
ら
〃
れ
〃

か
ま

ひ
か

》』■■■》■。

1７３

亜目 科 魚撞名
⑥日の津湾

個数 全長範囲ﾜH１

⑥倉の谷

個数 全長範囲q)《尚
&んがら
かわぱぎ

かわはぎ かわはぎ ８ １７５～２１５ Ｉ 1９０

〃 ” うまずらはぎ

〃 〃 よそぎ １７ ４１～８８

ふく
÷

まふく
や

ひがんふく
◆

〃 〃 くさふぐ

〃 〃 こ§んふぐ

かれい ひらめ ひらめ

〃 〃 ゐらめがれい

〃 かれい まこがれい

〃 〃 めいだがれい

うしのした
ささうしの

した ざきうしeに
〃 うしのした くろうしのした

ようじうお おいつ肌）ロブ、よ ようじうお

さめ どちざめ ほしざめ

こういか 窯ししいか １２ ２１～６０

〃 燕ひめこういか ３２ ２３～７２

￣￣ たんといか みみいか

長尾類 くるまえび とらえび

〃 もえび ほそつのもえび

〃 〃 こしまがりもえび

〃 〃 つのもえび

〃 〃 ほそもえび

〃 〃 不明種

しやこ しやと

目

ぐふ

〃

〃

〃

〃

〃

いれか

〃

〃

〃

〃

〃

お》つじ》つよ

め目腕さ十 目

腕一〃
十

〃

目脚十

〃

〃

〃

〃

〃

目脚□
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一
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■
田
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■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

⑥耳浦 ⑥珍崎湾 ⑦美田湾 ⑦犬山

個数 全長範囲昭 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲叩愉 個数

１ 1６５ ４ １４０～２０５ ６ １５５～２６０

３ ２０５～２９５ ５５ ６０～２４０

１２８ ４０.～９０

３ ７０～９５

８ ７０～８０

１ １２５

２ ６５～１９５

２ ７５～９５

４ ２１０～２５０

１ ３６ 》８

４ ６０～１００ ２３ ５０～６０ １

１

２

２

一一



隠岐Ⅱ島｡前にⅡおけ

全長範囲昭 全艮範囲咳

１４５～１４

わにぎす

ねすつぼ ねすつぼ

しきはせ

－１７５－

亜目 科 －魚檀ｉ名
古海

個数 全長範囲Wfi 個数 全長範囲Ｗｈ

すず き たい 戦まだい’ ２ １４５～１４８

〃 〃 蕪ちだい

〃 〃 きだい Ｉ 1８０

〃 いしだい いしだい

〃 てんじ〈だ↓、 てんじ〈だい

〃 〃 ねんぶつだい １ ７９

” すずざ まはた

〃 たかのはだし． たかのはだい

〃 〃 ゆうだちたかのは

〃 ひめじ ひめじ

〃 きす きす

〃 めじな めじな

わにぎす とらぎす くちかけぎす

〃 〃 おきとらぎす

〃 〃 まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ とびぬめり

〃 〃 はたたてぬめり

〃 〃 やＩＤぬめｂ

〃 〃 よめとち

〃 〃 ねずみどち

ぎんぽ にしきぎノリ王 蓮ぎんぽ

はぜ はぜ にしきはぜ

〃 〃 さびはぜ

〃 〃 めししろはぜ

〃 〃 やみはぜ

〃 〃 きぬばり

〃 〃 はぜくら



ろ漁獲≦物組成

（ ）地曳網

［
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

》■■】』■■』』■』』■■二一

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

数個 “
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

》』■』』｜■』■■』』■■』｜■一一■■■】。

Ｅ
1７６

個数 全長範囲船 個数 全長範囲冊 個数 全長範囲淵 個数 _全長範囲聯 個謬

｡｣



隠岐島）前におけ

全長範囲91冊 全長範囲【ﾘ／

らkうち上う

つお

つみ７－など

めいなめ

Ｉユヮぼう 110189

Iまだいわし

－１７７－

亜目 科 魚樋名
古侮

個数 全長範囲9MＩ 個数 全長範囲％

べら くら おはぐろぺら

〃 〃 ささのはくら

〃 〃 ほんくら

〃 〃 きゅうせん

〃 〃 いら

〃 〃 てんす

めじ めじ まめじ １０ １９～２９

〃 〃 かいわｂ

ちょうち上う
うお

ちようちょう
うお

げんろ〈だい

うみたなど うみだなど うみだなど

かじか かじか ゐなはぜ

〃 〃 あさひめなはぜ

〃 〃 すい

〃 かさど かさご １ ２３

〃 〃 めばる

〃 おにおこぜ おにおこぜ

〃 はおこぜ はおこぜ

〃 めいなめ あいなめ

〃 〃 くぢめ

〃 こら おにどら

〃 〃 めどら

〃 』っぽいつば かながしら ３ １１０～１８９

〃 〃 。っぽいつぼ

にしん
かたくら

いわ’ ‘

かたくち
いわし

はだかいわし えそ まえそ

〃 〃 とかげえそ

まとだい まとだい

目

きずす

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

かじか

〃

んしし世に錐

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

んしに

力だは

〃

いだとま



漁獲物組成ろ

（ ）地曳網

。』』・・『 ・・
“
■
■
■
■
■
■
■
■

「？「lｉ■■■■
1７８

個(数 全長範囲略 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲ｌＷＨ 個数



隠岐;島前 お けに

Ｉ
》・■』■■■■■『■・』 ［■

■
■
■
■

房

Ｆ
に
ト

1７９

亜 目 科， 魚樋名
古海

個`数 全長範囲9lii 個数 全長範囲％

&んがら
－かわI士雪

かわはぎ あみめ’よぎ

〃 〃 ざらさはぎ’ １ ８７

〃 〃 かわはぎ

〃 〃 うまずらはぎ

〃 〃 よそぎ

ふく
ザ

まふぐ ひがんふく

〃 〃 くさふく
ザ

〃 〃 こもんふく
巳｡

かれい ひらめ ひらめ

〃 〃 あらめがれい １ ５３

〃 かれい まとがれい

〃 〃 めいたがれい

うしのした
ささうしの

した
ささうしのした’ ２ １１３～１４１

〃 うしのした くろうしのした

おわ〈ロ〃｜じシつよ》 ようじうお ようじうお

さめ どちざめ ほしざめ

こういか ししいか

■－－ 〃 燕ひめこういか

だんこいか みみいか

長尾類 くるまえび とらえび

〃 ６ えび ほそつのもえび

〃 〃 こしまがＩ）もえび

〃 〃 つのもえび

〃 〃 ばそもえび’

〃 〃 不明ｆＩｉ

〃 しやこ しやこ

目

ぐふ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

れか

〃

〃

〃

〃

〃

お声つ・じシりよ

め目椀さ十 椀

〃

〃

目脚

〃

〃〃
〃

〃

日脚』 脚』



漁獲物組成ろ

網）（ 地曳

Eｌ
－※．まだい，ちだい：Ｆ,、

－１８０－ぎんぽ：吻端～肛門

［
Ｍ－Ｌいか

･個数 全長範囲Iniii 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲１％１ 個数 全長範囲略 個数



付表ｍ－２隠岐島前にネ

全長範囲賂 全長範囲沙

１８～２４

てんじくだし、

７．力のはだし

らぎすわにざす ９４～１５６

１１７－１２８

８０～８６

～８７

７０－１１８

－１８１－

亜目 科 魚函名
⑥知々井

個数 全長範囲昭

⑥多井

個数 全長範囲％

すずき たい 燕まだい ２０ １８～２４

〃 あかたら すみつきめかたら

〃 てんじくだし、 ててじくだい ４ ４７～６６

〃 すずき まはた Ｉ ２６８

〃 〃 きじはた

‐〃 たかのはだい ゆうだちたかのは

〃 ひめじ ひめじ

わにぎす とらぎす くらかけぎす ４ ９４～１５６ ５ ７９～1５８

〃 〃 おきとらぎす

〃 〃 まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ よめどら

〃 〃 やＩ）ぬめり 1７ ６２～103 ９ ６９～１０８

〃 〃 ねずみどち

〃 〃 はたたてぬめり ２５ ６３～９４

〃 〃 とびぬめり

〃 〃 ほるぬめり

ぎんぽ にしきぎんぽ 燕ぎんぽ ４ １１７～１２８

はぜ はぜ やみはぜ ６７ ４４～６７

〃 〃 あししろはぜ ６ ３２～４２ ２８ ２３～５０

〃 〃 にしきはぜ １ １０１

〃 〃‐ さびはぜ ４ ８０～８６

〃 〃 いとひきはぜ Ｉ 1１２

〃 〃〆 きぬばり １４ ２２～８５ ９ ６２～８７

〃 〃 こもちじゃと １３ ５９～７０

くら くら おはぐろべら ７ ７０～１１８

〃 〃 きざのはくら

〃 〃 ばんくら ８ ７０～１１９

目

きす

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



一 》二・』■■『回
。

】『■■』】二
画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
■
■
■
回
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一 》国■『■■■二■■｜』■一二】■｜』囚■■二『二■■・
画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
囮
■
■
■
田
■
■
■
■
■
■
■
■

桁曳綱）

二二
・
・
■
】
』
二
・
・
・
』
■
皿
。

全

７
数個

■
■
■
■
■
■
■

■』】回。

⑥仁夫里③ ⑥仁夫里(b） ⑥ビイザナギ湾 ⑦…小桂島北

個数 全長範囲略 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲Iﾜffl 個数

Ｉ １５ ２ １６～２４

Ｉ ６６ ２

９２

７ ９８～１４０ １ １０９ ４．

１ ９４

1 １２０ １ １０８

１３ ７６～１２１

１３ ８２～１１２ ４ ７２～１１３

１１５ ７０～1５４ １０ ８７～１６７

８３ ４１～６３ ８ ５０～５１ ２ ７２～８２ ５

２８ ２９～４６ 3０９ ３５～６９

８－ １４５～1８５

Ｉ

珍拳



隠岐島前におけ

企及範囲咳

～１１６

允筬かんそう

ら

－１８３－

亜一目 科一 魚種名」，
⑥知々弁

個数 全長範囲ﾜ１１１

⑥多井

個数 全長範囲％

くら くら きゅうせん ８ １０９～1８１

あじ めじ まめじ

〃 〃 かいわり Ｉ ６２

みしまおこせ みしまおこせ みしまおこせ

かじか かじか ゐなはぜ 1４ ７７～116

〃 〃 ゐさびゐなはぜ ５ ４４～８８ １３ ５１～９０

〃 〃 すい ２ ５３～８５

〃 かさと めばろ ２５ ４９～１２３

〃 〃 かさと ２０８ ８ ７６～1９５

〃 おにおこぜ おにおこぜ

〃 はおこぜ はおこぜ ３８ ６０～８０ ５５

〃 あいなめ めいＪ１ｌＥめ ３ １０２～１６０

〃 こら おに，どら

〃 〃 めどら １２６ １８８

〃 ぼうぼう かばがしら １ ５９

はだかいわし えそ まえそ ３ １４１～２４６

〃 〃 とかげえそ

まとだい まとだい 1 ６５

６んがら
かわばぎ

かわはぎ かわはぎ １ ２０２

〃 〃 よそぎ ２８ ３６～５０

〃 〃 うまずらはぎ

〃 〃 ざらさはぎ，

あんこ
＝

つ あんこう あんこう １ ２７０

かれい ひらめ
たまがんぞう

ぴらめ
・８ ８５～１８０

〃 〃 がんぞうびらめ

〃 〃 ひらめ

〃 〃 ゐらめがれい ２ ６７～６９

目

きずす

〃

〃〃
かじか

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

しわ、しかだは

〃

いだし」す（

ぐふ

〃

〃

〃

レフこんあ

、し１↑メカ

〃〃
〃



漁獲物組成ろ

鬘
）桁曳網

』四『】。』。
■
■
■

Ｆ

[
’［ 】』】■■。 卜

Ｆ
１

’
二
ｎ
匹

Ｐ
ｈ
ｕ

⑥仁夫里③ ⑥仁夫里(l:》 ⑥イザナギ湾 ⑦小桂島北

個数 全長範囲､，iii 個数） 全長範囲'，i｛ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数

２ ６５～６９ ５ ８８～110 ２ ９５～１０６ 1

３ ３２～４０

１ ６１ １

６ ８５～１０８

３ ５３～７８ ２８ ６８～１００ ４ ６７～８９ ５

４ ５９～２３５

９０ ４ １６５～２７０ Ｉ． １１１ ４ １１５～１６５ 1

１

３５ ７５ ６６

１ １２４ ６ ８５～1２５ １ ６５

１６５ １ 1２３１

２ ５９へｼ６１

１ ５２ 1 ３７ ２ ６０

Ｉ ２１５

1 ４５

１ ２３５

1 100 ３

》Ｉ 1６５

４６ ５６～７４↑

崎粥

６０１－’’９



隠岐島前におけ

全長範囲鴫 全長範囲唖

ささうこの

椀Ｅ

くるまえび

－１８５－

亜目 科 魚翰名
⑥知々弁

個置ｈ 全長範囲畷

⑥多井

個数 全長範囲％

かれい ひらめ だるまがれい

〃 かれい むしがれい

〃 '〃 めいだがれい

〃 〃 まこがれい

うしのした
ささう 上２ ささうしのした

〃 うしのした めかしたびらめ

〃 〃 くろうしのした

〃 〃 いぬのした １ １１５

がんぎえい がん:ぎえい がんぎえい

〃 〃 ともんがんぎえい 【 １６２

〃 あかえい あかえい １ ３３０

こういか 蒸ししいか ２ ２０～３１ ８ １６～６６

〃 ※ひめこういか

だんといか ※みみいか

長尾類 くるまえび とらえび ４３ １

〃 .〃 きしえび １

〃 〃 いしえび １

〃 〃 やまといしえび

〃 もえぴ 種不明 １４

目

、し

〃

〃

〃

〃

〃

〃

目

腕〃
十 目

目〃脚十 目

〃

〃

〃

〃



漁獲物組成ろ

桁曳網（ ）

型
1８６

⑥仁夫里(a） ⑥仁夫里くり ⑥＿イザナギ湾 ⑦小桂島ゴヒ
個数 全長範囲'9５１ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲隅 個数

1３ ７６～１０４

１ ６１

２ ６２～７３ １ ２０５

1３ ９２～１２６

５ ２６０～３４０

１ １２８

Ｉ ４７ ２

３ ４５～６０

２ １４

９

３



隠岐j島前にお け

全回■■■■■・・■■・
砿
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■Ｅ

1１！！
四四四■ご
囮
■
国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

。ご■■■ご■】■四・

1８７

亜目一 科 -魚種名
⑦赤灘 ロ

個数 全長範囲鶏

⑦国賀浦

個数 全長範囲略

すずき たい ※まだい ２８～４１

〃 あかたち
すみつき

あかたち

〃 てんじ<だい てんじ〈だい

〃 すずき まはた

〃 〃 きじはた Ｉ ４００

，〃 たかのはだい ゆうだちたかのは １ １１４

〃 ひ．めじ ひめじ

わにぎす とらぎす くらかけぎす

〃 〃 おきとらぎす ５ ９６～１２２

〃 〃 まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ よめどら

〃 〃 やI）ぬめり

〃 〃 ねずみどち

〃 〃 はたたてぬめり ６５ １００～１６０

’〃 〃 とび』、めり ４ １２０～１８０

〃 〃 ほろぬ めり １３５ ７０～１５０

ぎんぽ にしきぎ人ぼ 燕ぎん ぽ

は）ぜ は ぜ やみはぜ

〃 〃 めししろはぜ）

〃’
〃 にしきはぜ

〃 〃 さびはぜ

〃 〃 いとひきはぜ.

〃 ，〃 きぬばり

〃 〃 こもちじゃこ

くら くら おはぐろべら

〃 〃 さきのはくら ５ ９５～１５０

〃 〃 ほんくら

目

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一「〃

〃

〃

〃’

〃

〃

〃

〃

〃

〃



漁獲物組成ろ

（

」

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
国
■
■
■
■
■

一
・ ・ 】・ ・。 』・ ・二一・・ 亟 亟・二口。・ 国』。 】』■・
国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

】』■■■■■』■■。

ｌ茂

個故全長範囲叩個数全長範囲ワイｈ

】■■』・』■■』・・二】■一口』■』’ ［
⑦俵島東 ⑦船趣 ⑦耳浦(a） ⑦仁夫里

個数 全長範囲Inih 個数 全長範囲Ｉﾘfｈ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲『ﾜｲﾎﾟ 個数

３

１

２ 103～114 ２

８

２０ ８０～１５０ ３５１ 100～２００ ３５ ８０～1５０ ９

３ １１０～１３０ ４２ ８０～1２０

５１

１ ６５‘ ５ ５５～９６

１ ９６

１ 1４０



隠了岐島前にJおけ

の国賀漏

全長範囲 全長範囲聯

８６～Ｉ１Ｈ

～１９５

ぼうぼう ７２～７７

I土だかいわし

力

かわはぎ
カュわはぎ １７５～ｇｏ

２１０～２５

と

びらめ

７０～７８

－１８９－

亜目 科 魚種売名一
P

⑦赤灘口

個数 全長範囲鶏

⑦国賀浦

個数 全長範囲略
くら くら きゅうせん 1６ ８６～1１８

あじ あじ まあじ

〃 〃 かいわり

みしまおこせみしまおこぜ みしまおこぜ

かじか かじか めなはぜ

〃 ” めさびゐなはぜ ５ ７４～１１５

〃 〃 すい

〃 か‘さど めぱろ

〃 〃 かさと ５ ８５～１９５

〃 おにおこぜ おにおこぜ

〃 はおこぜ はおこぜ ３１

〃 aｂいなめ めいなめ

〃 こら おにどら

〃 〃 めど〆ら

〃 ぼうぼう かながしら ２ ７２～７７

はだかいわし え そ まえそ

〃 〃 とかげえそ

まとだい まとだい

６んがら

かわはぎ
かわはぎ かわはぎ ３ ２０５～２２０ ２ １７５～１９０

〃 〃 よそぎ １ ４１

〃 〃 うまずらはぎ ４ ２１０～２２５

〃 ” ざらさはぎ

あんこう あんこう ａｂんこう

かれぃ ひ らめ
正まかんてつ

ぴらめ

〃 〃 がんぞうぴらめ

” 〃 ひらめ

〃 〃 あらめがれい ５ ７０～７８

目

〃

〃

かじか

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

しわ、Ｌかだは

〃

いだとま

ぐふ

〃

〃

〃

戸つとんめ

いれか

〃

〃

〃



ろ漁獲!(物孑組:成丁

(桁曳網）
⑦知

全長範囲略

．～１５０
■

１１５～1８

７０～１４９

～１７５

６２～３０

７３～ＵＯＯ

６７～；

５０～１００

７６～８５

Ｄ４ヘーロ、四

１０～【０８

．ｐ～【００
■

－１９０ﾎﾞー

⑦俵島東 ⑦船趣 ⑦耳浦(a） ⑦仁夫里

個数 全長範囲略 掴.数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲Ｗｌ 個数

５ ８５～１５０ ４ １１５～１８９

３ ５５～６５ １ ４８

．８ １０７～１１５

1４ ７０～１４９ １ ６２ １

４ ６２～1２５

４ ９５～1７５ ２ ５０～６０ .’

１３２ ５

４ ８２～９９ ６ 6'２～１８０

１ ７２ １１ ７３～１００ １

１ １５７ 乳 １ 1３４ 瓠１

２ ６７～８２

１ １４５

２２ ４０～５０ ２ ４５～４６ １

２５ ５０～１００

３ ７６～８５

６

２ １０５～10 ８

５ ８５～1００

井砺囲々範長知全

８４

０３２



隠j岐r島ふ前におけ

⑦ド

全長範囲Iツ全長範囲昭

あかしたびらめうしのしナー

がんきえ

掴

だんごいか

くるえび

やまといえひ

－１９１－

亜目 科 魚種名．
⑦赤灘口

掴)数 全長範囲ﾜﾋﾞＩ

⑦国賀浦

個数 全長範囲略

力＞れい ひらめ だるまがれい Ｉ １０５

〃 かれい むしがれい

〃 〃 めいだがれい

〃 〃 まこがれい Ｉ 1９５

うしのした
ささうしの

ﾅー
ささうしのした 』 ９８～118

〃 うしのした あかしたびらめ

〃 〃 くろうしのした

〃 〃 いぬのした

がんぎえい がんぎえい がんぎえい

〃 〃 こもんがんぎえ(Ｉ．

〃 あかえい あかえい

と|ういか 蒸ししいか １７ ３２～７９ ２ ４７～６２

〃 ※ひめこういか

だんごいか ※みみいか

長尾類 くるまえび とら えび

〃 〃 きし）えび ５

〃 〃 いしえび；

〃 ｜〃 やまといしえび

〃 & えび 種不明



る漁獲/物組成

(桁曳網）

⑦知々井

…全長範 全長範囲ﾛ船 全長俺囲％ 全長範囲、、

１２０～１８５ １００

７２～１０I

１２０～１３５

１００

８０～５２

－１９２－



隠岐島前におけ

全長範囲賂 全長唾囲リ

８０～BＴ

あかたち すみつきあかたち

てんじ〈だい

ﾌﾞﾋｶ②はﾎﾞｭ、 ゆt花ちたかのは

くらかけぎすわにぎす とらざす ９５－１８０ gＤ－ＩＢ５

おきとらぎす

まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ ｎＢＯ～1,0

８０～１５０ ７５～1５５

ねずみころ

はたたてぬめり

にしきぎ(｣量

やみ’よ

あししろはぜ ４０～５０ ２５－８０

いとひぎはぜ

７０～８５

おはぐろぺら ８５～LOB

－１９８－

亜目 科 鳶ｌ檀名
.⑦保々見

個政 全長範囲913

⑦膏谷

個数 全長麓囲％

すずき たい 燕まだ゛い ４ ８０～８７

” あかたち すみつき｡bかたち

〃 てんじ〈･だい てんじ<だい

” すず念 まはた

〃 ” きじはた

〃 た力①はだい ゅヤ だちたかのは

” ひめじ

Ｖ

ひめじ １ １８０

わにぎす とらざす くらかけぎす 9 ９５～１８０ ６ ９０～１８５

” ” おきとらぎす

〃 ” まとうぎす

ねずつぼ ねずつぼ よめとち ４ ＩＢＯ～１９０

〃． 〃 やりぬめり １２ ８０～１５０ ６ ７５～１５５

J6P 〃 ねず．みこら,

〃 ” はたたてぬめり

〃 〃 とびぬめり

〃 〃 ぼろぬめり’

ぎんぽ にしきぎｿＭ３ｒ 蕪ぎんぽ ４

はぜ はぜ やみはせ' ２ ５５

OＰ 〃 めししろはぜ ６ ４０～５０ ６６ ２５～６０．

” ” にしきはぜ

” ” さびはぜ

．〃 〃 いとひきはぜ

〃 〃 きねばり １ ７０ ４ ７０～８５

” ” ともちじゃと

くら ぺら おはぐろくち １ １５５ ８ ６５～ＵＯＢ

” 〃． きざのはぺら

〃 ” ぼんぺら

目

きす

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



漁獲物組成ろ

桁曳網（ ）

』画回』》■■画回国】】』』』■■・
“
■
■
■
■
■
■
回
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
■
■
■
■
■
■

⑦郡 ⑦耳浦(。 ⑦須賀 ⑦中井ロ

個､数 全長範囲略 園/数 全長趣囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲9侭 個数

１ ８６ ８ １９～８９

,１

５ ５６～７７

８ ９５～１７０

１４ ９５～1８５ １７ ９２～１２８ ６ ７２～９８

８ １０８～１１１ ！ １４７ １ ２１２

１６ ､６５～１８８ ４ ６１～９１ ９ ７６～1２１ ５ １１６～１４２

１ ２２５

８ ９８～１２５

２６２ １００～１６０ ２ ８８～８５ ２５ ９４～１８７

９ ７８～９７

８６ ８６～６８ ７ ８８～５９

９ ４５～５６ ８ ４１～５０

１ ５７



隠岐島前におけ

⑦宵谷
魚樋名一目

個政|全蹴囲珸|個数|全長匝囲g／
８５～１７０きゅうぜん

ま3Dじ

かいわｂ

みしまおこぜ みしまおこぜ みしまおこぜ

６０～１００めなはぜ

あさひめなはぜ ７０－９５ ４７～１１５

す い

５０～６０めばろ

９０～１６０かさご

:はおこぜ

めいなめ あいなめ

～１０５おにどら

めどち

ばつぽう がながしら ｇＩ６０～６５

まえそ

とかげえそ

まとナ‘し、 ６２～９６まとだし、

６鰡齢 力＞わはぎ ｶｺわはぎ

４５～５０ ３５～４５よそぎ

うまずらはぎ

ざらさはぎ ＧＯ～９５ ６０～９５

あんこう あんこう

たまが純３
１８５－１６０がんぞうびらめ

ひら’め

ゐらめがれい

－１９５－



漁獲物組成ろ

（

・
・』・・□・・ 。』囚Ⅲ】』・

桁
豪
■
■
■
■
■
■
■岸

【 ［ ！［ 臣

「'二Ｆ庁

９６

⑦ 郡 ⑦耳浦（b） ⑦項賀 ⑦中井ロ

個数 全長範囲昭 個数 全長範囲iﾜｉｉｉ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲【ﾜｲf， 個数

Ｉ 111

４５

Ｉ ２２５

３ ５２～８５ ７７

９ ４５～１８０

４８ ２２ ８０

８‘Ｉ ６９ ７２

２ ２１０

２ ６２～７５ ６ ８０～１１４ ２３ ３４～６５

２ １６０

２ 119～１３２

３ ６３～９９ ７８ ３ ５２～８５

２３５

２ ８０～８５

２７０

３ １２３～１７５ ６ ６５～100

I ９０

１ ６５ ３ ７０～９７



隠岐島前におけ

⑦冑君

範囲昭 竃囲咳

椀巨

－１９７－

亜目 科 魚檀名
⑦保々見

個数 全長範囲端

⑦青谷

個数 全長範囲％

かれい ひらめ だるまがれぃ

〃 かれい むしがれい

〃 〃 めいだがれい ８８

〃 〃 まこがれい

うしのした ささうこ２ ささうしのした

〃 うしのした めかしたびらめ

〃 〃 くろうしのした

〃 〃 いぬのした

がんぎえい がんぎえい がんぎえい

〃 〃 こもんがんぎえい

〃 あかえい あかえい

こういか 蒸ししいか 1７ ３０～５０ ３

〃 燕ひめこういか

だんごいか ※みみいか

長尾類 くるまえび とらえび ７

〃 〃 きしえび ３

〃 〃 いしえび

〃 八「 やまといしえび

〃 もえび 穗不明 ２５

目

い

れ〃
か 、しか

〃

〃

〃

〃

〃

い←え〃圷己〃んが

〃

目

腕〃
十 目

〃

目

脚〃
十 目

〃

〃

〃



漁獲物組成ろ

（

■
Ⅱ

Ｌ

１ ｒ
燕まだい：Ｆ､Ｌ

ぎんぽ：吻端～肛門

丘
ＭｏＬいか

⑦郡 ⑦耳浦(功 ⑦須賀沖 、中井ロ

個数 全長範囲略 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲％ 個数 全長範囲I19ffi 個数

４ 100～１３０

６６

１ 【６９

９４ ３ １００～１８４

１ １４６

８６

１

１

２ １６ １１～５７ １５ ２５～６５

Ｉ

２ ６

１



付表Ⅳ二-１銘柄別漁獲努力当漁獲量（ＣＰＵＥ）㈱

大ダイ ４，ダイ

中ダイ

マダイの銘柄別体重範囲

大ダイ；１，８００１

中ダイ；４００１

小ダイ；２８０１

大シバ；１４０１

シ（；１２０１

マメシパ；６０１

ゴマシバ;２０１

(資料；別府漁協地曳網水錫記録）

－１９９－

４７ ４８ ４９ －５０

２ ０６７

８ １０．８ 4.7 ０ ２２．２

４ １６．２ １８．５ ２７．９ ５５．５

５ ８０．０ 6.8 １２．４ １７８２

６ １ａ５ 8.9 9.0 １７．４

７ １８．１ １２．０ １８．７ １２．０

８ -２０．６ 4.6 １０．８ －７．９

９ 6.4 1.1 4.1 ａ４

１０ 4.4 5.0 8.5 8.8

１１ 8.1 1.6

４７ ４８ ４９ ５０

8.7

5.6 １２．０ 0.8 Ｌ１

7.1 ４．９ 1.6 1.8

１１．８ 7６４ 2.9 1.9

5.0 2.5 Ｌ３ 1.8

2.1 2.7 0８ 0.6

1.8 2.8 1.4 1.0

1.6 8.6 1.6 1.2

2.2 2.4 1.8 1.1

0.7 1.6

４７ ４８ ４９ 5０

２ 2.4

８ 9.4 １１．０ 0.6 ３９．９

４ ２０．２ １凧６ １６．１ ４５．９

５ ２８．１ ２１．０ ２６．７ ２８．０

６ ２８．１ 6.6 １４．６ ２０．６

７ 6.4 4.9 4.7 １５．５

８ １４．８ 8.8 １８．８ 9.2

９ 9.3 7.4 7.7 8.8

１０ 4.4 6.9 8.9 2.4

１１ 8.9 6.4



付表Ⅳ-２銘柄別漁獲努力当漁獲量（CPUＥ）㈱

大シ（ 巳シハ

シ ノミ

(資料；別府漁協地曳網水揚顯銭）

-２００－

４７ ４８ ４９ ５０

２ 1.7

３ 5.5 2.7 ０ 0

４ 7.5 1.2 ０ 0

５ 7.7 2.5 0.1 ０

６ 2.7 0.4 0.2 0.1

７ 0.7 0.9 0.1 0.8

８ 0.8 2.4 ０．８ 5.0

９ 8.1 -１．２ 0.1 2.3

１０ 3.3 0.8 0８ 2.0

１１ 0.6 ０

４７ ４８ ４９ ５０

２７

ａ７ 2.9 0.2 １７．８

4.2 0.4 2.7 7.4

5.4 0,6 0.3 ２２

0 0.1 0.1 ０．０４

7.8 0８ 0 0．１

5.1 ３７ 003 0

5.4 4.9 0 ０

8.5 7，２ 0.7 ０

0.2 １２２

４７ ４８ ４９ ５０

２ 2.5

３ 5.8 2.1 0.8 0.1

４ 5.2 0.5 ａｌ 0７

５ 4.8 1.0 1.7 3.4

６ 2.3 0.7 ３１ 4.8

７ ２６ ２２ 0.9 7.4

８ 7.2 1.7 0.4 5.8

９ ０ ０８ 0２ 1.4

１０ 4.4 0.2 0.1 0.4

１１ 0.4 0



付表ロー３銘柄別漁獲努力当漁獲量（CPUE）㈱

ゴマシバ チコシバ

(資料；別府漁協地曳網水鵠配録）

-２０１

４７ ４８ ４９ ５０

２ 8.5

８ 尿５ 0.3 0 5.2

４ 9.3 0 ０ 0

５ 8.0 ０ 0 0

６ 2.1 0 0 0

７ 7.8 1.8 0 0

８ １２．５ 5.7 0 ０

９ 8.8 0.8 0 0

１０ 2.7 0２ 0 ０

１１ ０ ０

４７ ４８ ４９ ５０

0

5.5 １７．４ 0 0

6,1 4.9 ｑ５ 0

２２．１ 6.2 2.4 0.7

4.5 0 3.7 0.9

5．１ ａ６ 0.7 ０．１

7.5 ｌＬ１ 0.8 O:１

9.8 ２２．１ 4.8 0.1

１８．８ 尿６ 0.4 0

0 ０

４７ ４８ ４９ ５０

２ 0.8

８ 4.1 1.7 ０ １２．５

４ 私２ １４．６ 0.5 ２９．４

５ ２，１ 4.6 １．５ ２５．７

６ １８．８ 0 2.8 １５．６

７ 2.1 1.7 0 8.4

８ 6.8 0.6 1.4 0.2

９ 4.0 Ｌ４ 0.9 0.1

１０ １０．４ 0.7 0.7 ０

１１ 2.0 ０



付表Ⅳ二４銘柄別漁獲努力当漁獲量（CPUＥ）㈱

イシダイ マトウグイ

(資料；別府漁協地曳網水鍋配録）

－２０２－

４７ ４８ ４９ ５０

２ ０

３ 0.1 0.4 0 0.2

４ 2.7 1.2 1.5 0.7

５ 7.2 4.8 2.2 2.2

６ 6.8 2.1 5.5 Ｌ７

７ 6.1 1.9 5.8 4.8

８ 2.7 5.3 2.4 8.5

９ 2.1 0.7 1.2 2.3

１０ 2.6 2.5 1.0 0.3

１１ 0.5 8.9

４７ ４８ ４９ ５０

0

１２．７ 3６ 4.2 7.8

9.9 2.7 １０．２ １２．８

１２．６ 6.1 １兄８ ２５．７

6.9 ２Ｓ １２．７ １２．４

2.7 2.0 2.2 8.8

0.6 0.7 0.6 2.5

0.2 0.1 1.8 1.6

2.8 0.8 1.0 4.9

4.9 5.0



付表ﾛﾋﾞｰ５

出漁日数

１４２

タイ類幼魚の捕獲尾数

８６６７１ １１８１３

１１４３５１ ６１８５ １２５８０

（資料；別府漁協地曳網水錫記録）
－２０３－

４７ ４８ ４９ ５０

２ ８

３ ２１ ２８ ５ ５

４ ２４ ２７ ９ ２２

５ ２８ ２７ １７ ２６

６ ２８ ２９ １５ ２５

７ １９ ２７ 1２ ２２

８ ２５ ２２ １６ ２０

９ ２３ ２０ １５ １６

１０ ２０ ２２ １９ ６

１１ ３ ４

計 １８４ １９７ １１２ １４２

４７ ４８ ４９ ５０

マ

夕
●

イ

ゴマシバ（２０１）

漁趨過（AP）

尾数

マメシバ（６０９）

漁麹量(t,）

尾数

シバ（１２０１）

漁獲量(k9）

尾数

大シバ（１５０１）

漁種量（AP）

尾数

針尾数

1．２２６３

６１８１５

８７４．９

1４．５８２

７２５．４

6.045

７０９．３

4，７２９

８６，６７１

２００．８

1０，０４０

４４８．９

7．８９８

２２５．５

Ｌ８７９

２７８．８

1，８５５

２１，１７２

0.0

０

９２５

1，５４２

１２７．９

1００６６

1８．０

１２０

2，７２８

２６２

1８１０

８１１Ａ

5,190

５０３．７

4,198

１６７．３

1，１１５

１１，８１３

チタイ
チコシバ（６０１）

漁獲鑓（〃）

尾数

1．６６０．８

2７．６８０

1，７８４．８

２９，７４７

２０７．４

３４５７

４６．０

７６７

合計尾数 １１４．３５１ ５０，９１９ 6．１８５ １２．５８０


